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取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょう。 


LITE ACE 
TOmACE 


®TOYOTA 



TA 日に OF CONTENTS 

目次 


運転ずる前に 

運転するまでに必要となる操作、ごを意が説明してあります。 

(ドアやゲートの開閉、シートの調整など） 

運転ずるとさに 

走行、停止の方まや安全運転の方法が説明してあ0ます。 
(エンジンのかけ方、メーターの見方など） 

室内装備の使いち 

室内装備を1赌にご使用しすこだくたがの説明がしてあります。 

(室内口のつけ方、室内装備の使い方など） 

お手入れのしかた 

お車のお手入れ、><ンテナンスに関する方法が説明してあ 
ります。（内-外装の手入れ、電球の交換など） 

トラブルび起きた5 

故障やパンクしたとさなど、万一のとをの対処に関する説 
明がしてあります。（けん引について、警告口がついたと 
をの対処など） 

車両仕様 

車の仕様に関する情報が記載してあ0ます。け旨定燃料、 

各オイル量など） 

さ <いん 

本書に記載されている情報を五十音順などの方法で探すこ 
とびでさます。 
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イラスト目な 


か観（バン) 


ヘッドランプ P .1 色 2 — I 

I —車幅口 P.164 

I — ドアミラー P.46 



L - サイドアン ダー5ラー P.48 
L 方向指示灯 P.1 色 4 
L フ□ントワイパー P .1 10 
-ボンネット P .1 已色 
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イラスト目な 


か観（トラック) 


ヘッドランプ P .1 色 2 — I 


I —車幅な P .164 

ワイパー P .110-1 I — ドアミラー P .46 



L - サイドアンダーミラー P .48 

L 方向指示な P .1 色4 
- ボンネット P .1 已色 
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イラスト目な 


ま巧（バン) 
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イラスト目な 


ま巧（トラック) 
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*: 車両型式などで異なる装備やオプション装備 


13 

















イラスト目な 


インストルメント八ネル 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客さまのお車にはない装備の説明び記載されている場合びありま 
す。 

また、車の仕様変更によ D 、 内容びお車と一致しない場合びあ0ますのでご了 
承ください。 

トヨタ販売店で取りつけられた装備（販売店オプション）の取り扱いについては、 
その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客さまのお車の装備と一 
致しない場合びあります。 


I 不正改造について 


参トヨタび国±交通省に届け出をした部品しツがのちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

参車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

参八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグび 
内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤って 
6ベらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

. タイヤ.ディスクホイール-ホイール取りつけナットの交換。 

異なった種類や指定しツがのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼした0、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

• フロントガラス、及び運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透明 
フイルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでなく、 
不正改造につなびるおそれびあります。 
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I 運転についてのごま意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を仏い、ま全運転をむびけて<だ 
さい。 

ミ酉気帯び運転は絶巧しないで<ださい。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を 
飲んだとさち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し U がの自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


I お子さまを柔せるときは 


おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故により最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

お車にお子さまを柔せる場合は、お子さまの安全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取りつけちなどをまとめた「チャイルドシートの取りつけ」 
(- P .76) をお読みください。 


I 保証及び点検について 


な証及び点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客さまの責任において実施してください。（法 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表巧について 


I 警告、ま意、知識について 


A 警告 

ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大 
な傷害につなびるおそれびあります。お客さま自身と周囲の人々へのを険を避 
けたり減少させた D するためおずお読みください。 


A ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破 
損につなびるおそれや、正しい性能を確なでさない場合びあります。 


白矢□識 


機能の説明や操作方法の説明し U がで知っておいていただをたいこと、知ってお< 
と便利なことを説明しています。 


ラスト内の表示について 

Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでください’’"このよラな 
ことを起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

〇スイッチなどの操作（押す、回 
すなど）を示しています。 
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-1. キー①取り扱い 


お客さまへむ下のキーをお渡ししまず。 
►ワイヤレスドア□ック装着車 



田1」モコンキー 
且スペアキー 
且キーナンバープレート 


►ワイヤレスドア□ック非装着車 



田マスターキー （2 枚） 
且キーナンバープレート 















-1 .キーの取り扱い 


白知識 


■キーナンバープレート 

車内し i (外のま全な場所（財布の中など）に保管<ださい。万ーキーを紛失した 
場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。 

(一口. 21日） 

■航空機に柔るときは 

航空機に U モコンキー(ワイヤレスドア □ ック装着車)を持ち込む場合は、航空 
機内で U モコンキーのスイッチを押さないでください。また、かばんなどに 
な管する場合でち、簡単にスイッチび押されないよラにな管してください。ス 
イツチび押されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれび 
あります。 


A ミち意 

■ キーの曲がりなどを防ぐために 

キーに衝撃を与えたり、直射日光の当たる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないでください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレス U モコン* 


ドアを砲錠-解錠でさまず。 



田全ドア解綻 
且全ドア施綻 


白知識 

■ 作動の合図 

室内巧の点な•消な（施錠すると減光後消な、解錠すると約1已砂間点な）と非 
常点滅な（施錠は1回、解錠は2回）の点滅で巧らせます。 

■ 機能び正常に働かないおそれのぁる状況^ド.23 

■ 電池び切れたとさは一 P . 181 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 








1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 電池の消耗について 

電池の標準的な寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しな<てち電池は 
消耗します。）ワイヤレス機能び作動しなかったり、作動範囲び狭くなったりす 
る場合は、電池び消耗している可能性びあります。電池び弱ったら新しい電池 
に交換してください。卜 P .181) 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解綻操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動的 
に施錠されます。 


A ま意 

■ 機能び正常に働かないおそれのある状況 

ワイヤレスドアロックは微弱な電波を使用しています。なのよ5な場合は U モ 
コンキーと車両間の通信をさまたげ、ワイヤレス U モコンび正常に作動しない 
場合びあります。 

• U モコンキーの電池び消耗しているとを 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、 
空港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 
•無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

• U モコンキーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
•複数の 1」モコンキーび近くにあるとを 

• 1」モコンキーを、(下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使 
用しているとを 

-他の車の1」モコンキー 
-電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコン 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムび貼ってあるとを 
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2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ア（フロントドア） 


ワイヤレス機能*、キー、□ックボタンを使って砲錠•解錠できまず。 

■ワイヤレス機能一 P .22 

■キー 

n 解綻& 

且施錠& 

* バワードア□ック装着車は全ド 
ア解錠（または施錠）されます。 


D 解淀* 

且施綻& 

* バワードア□ック装着車は全ド 
ア解錠（または施錠）されます。 


I キーを使わずに外側か5フ□ントドアを施錠ずるとさは 




m 五□ックボタンを施綻側にずる。 
ilHTgl ドア八ンドルを引いたままドアを閉める。 

ワイヤレスドア□ック装着車は、キーびエンジンスイッチに差し込まれ 
ているとをは、施錠されません。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 












































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はし U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開き、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず使用する 
参す ベてのドアを施錠する 
•すべての ドアを確実に閉める 
•走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 
■ ドアを開閉ずるとさは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期 
せめ動をにち巧応でをるよ5、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉して 
<ださい。 



吕已 





1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

スライドドア* 


ワイヤレス機能*、□ックボタンを使って砲錠-解錠できまず。 
■ワイヤレス機能一 P .22 
■□ックボタン 



JP 知識 

■ キーを使わずに施錠ずるには 

□ ックボタンを施錠側にしてドアを閉めます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 










1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ 走行中の 警告 

走行中は;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと思いちよらずドアび開を、外に投げ出されるなどして、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 
•全ての ドアを確実に閉める 
•全ての ドアを施錠する 
•シー トベルトを必ず着用する 
•走行 中はドア内側のドア八ンドルを操作しない 
■ おテさまを柔せているとさは 
なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

参おモ さまを車内に残さないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 
•おモ さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にスライドドアび動いたり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりす 
るおそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ スライドドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

•スライ ドドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

• ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するとをは、窓から手'足- 
顔などを出さないでください。 

•人び いるとをは、ま全を確認し、動かすことを巧らせる「声かけ」をして 
<ださい。 

•半開 状態ではスライドドアび静止しないため、必ず全開にしてください。 
傾斜した場所ではドアび突然動を出すおそれびあります。 

•傾斜した 場所ではスライドドアの開 
閉スピードび速くなります。ドアに 
当たったり挟んだりしないよラ、ま 
意してください。 

•下り坂で 乗りおりするとをは、スラ 
イドドアを全開にしておいてくださ 
し、また、途中でドア八ンドルを操 
作しないでください。ドアび突然動 
を出すおそれびあります。 
•スライド ドアを閉めるとさは、指な 
どを挟まないよラ十分を意してくだ 
さい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ま意 

■ スライドドアについて 

参 スライドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアび安全に開閉でをる 
よラに車が及び車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

参 スライドドアの U ヤステップ下の □ 
ーラー滑走面に、石などの異物び入 
り込まないよラに注意してくださ 
し、。異物び入り込んだままスライド 
ドアを開閉すると、スライドドアの 
故障の原因になります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

パックドア* 


ワイヤレス機能*、キーを使って施錠•解錠できまず。 
■ワイヤレス機能一 P .22 


■キー 



n 解綻 
且施綻 


■バックドアを開けるときは 



田□ックを解除する 
且引さ上げる 


I バックドアを閉めるときは 



バックドア八ンドルを持ってバッ 
クドアを引さ下げ、必ず外から巧 
して閉めて < ださい。 


*: 車両型式などで異なる装備やオプション装備 




























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ 走行中の 警告 

•走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのに当たったり荷物び投げ 
出されたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれ 
びあります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認して 
<ださい。 

•走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、 
思わめ事故につなびるおそれびあ0ます。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を柔せないでください。急 ブレーキを かけた 
とをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 

■ おテさまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれび友 D ます。 

•ラ ゲージルームで おモさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 
•おモ さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いた D 、 閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりす 
るおそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして命にかかわる重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を 
取り除いてください。開いたあとに重みでバックドアび突然閉じるおそれ 
びあ0ます。 

•バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 
•人び いるとをは、安全を確認し、動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてく 
ださい。 

• 強風時の開閉には十分ミ主意してください。 

パックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 

•半開 状態で使用すると、バックドア 
び突然開じて重大な傷害を受けるお 
それびあります。とくに傾斜した場 
所では、平坦な場所よりちバックド 
アの開閉びしにくく、急にバックド 
アび開いたり閉じたりするおそれび 
あります。必ずバックドアび全開で 
静止していることを確認して使用し 
てください。 

•八 ックドアを閉めるとさは、 } 旨などを 
挟まないよう十分ま意してください。 
•バック ドアは必ずがから輕く押して 
閉めて < ださい。バックドア八ンド 
ルを持ったままバックドアを閉める 
と、手や腕を挟むおそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ バックドアの操作にあたって 

参 バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったり 
しないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

•バック ドアにキャ U アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドア 
び突然閉じて、手•頭-首などを挟むおそれびあります。 

バックドアへのアクセヴ1」一用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用する 
ことをおすすめします。 


A ミち意 

■ バックドアダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのバックドアダンパーステーび取り 
付けられています。 

バックドアダンノ f ーステーの損傷や作動不良を防ぐため;欠のことをお守りく 
ださい。 

参 ビニール片'ステッカー-粘着材な 
どの異物をステーのロッド部(棒部) 
に付着させない 

参 □ッド部を軍手などでふれない 
•バック ドアにトヨタ純正品しソ外のア 
クセヴ U —用品をつけない 
♦ステ ーに手をかけたり、横方向に力 
をかけたりしない 
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1-3. シート、ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート 


■左ちシート 


►バン 



田前後位置調整 
且 U クライニング調整 


►トラツク 



田前後位置調整 
且前倒し 
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白知識 

■-番をろまでスライドさせるときは（トラック） 

一度前倒ししてから、一ま後ろまでスライドさせ、背もたれを起こしてください。 
(背もたれを起こした状態でスライドさせても、一ま後ろまでスライドすること 
はでをません。） 

A 警告 

■ リクライニング調舊について（バン） 

•背 もたれは必要し U 上に倒さないで<ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受け 
るなど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

•シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 

■前倒しに ついて（トラック） 

前倒し後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 


-3. シート、 S ラーの調整のしかた 
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1-3. シート、ミラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜* 


巧りたたんでスペースを}広大ずることびで舌まず。 



リヤシートのがりたたみ 




フ オール デイングレ バーを 巧し下 
げて背をたれを倒ず。 


シート脚部のレノ（一を引いて□ッ 
クを解除し、シートを持ち上げる。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 

































とにちどずとさ 

leaiiai 11 シートの脚を起こず。 

1111司ゆっくりとシートをおろず。 
leaiMi 3 1背ちたれを起こず。 

A 警告 

■ U ヤシートの格納について 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

参 U ヤシートを格納した状態で、ラゲージスペースに人を乗せて走行しない 
•必ず 平坦な場巧でシフトレバーをオートマチック車は P (マニュアル車は 
N ) に入れて、バーキングブレーキを確実にかける 
参 走行中はシートの格納操作をしない 

•シートを もとにもどしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されて 
いることを確認する 


ま意 

■ U ヤシートの格納について 

参 シートをおろすとさは、シート脚部と床面□ック部の間に足を挟まないよ 
ラにま意してくださし、。 

♦シートを おろすとさは、床面に物びないことを確認してから行ってくださ 
し、。 


-3. シート、 S ラーの調整のしかた 
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1-3. シート、ミラーの調整のしかた 

ベッドレスト* 



田上下調整 

下げると舌は、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 

且取りはずし 

解除ボタンを巧しなび6取りはず 
します。 


白知識 

■ へッドレストの高さについて 



調整式へッドレストは、必ずヘッドレ 
ストの中むび両耳のいちばん上のあた 
りになるよラ調整してください。 


A 警告 

■ヘッド レストについて（調豊式へッドレスト装着車） 

し i (下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

参へ ッドレストを正しい位置に調整する 

•へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
•へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
















1-3 .シート、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


ずべての柔員は走行前に必ずシートベルトを正しく着用してくださ 
い。 

■正しく着用するには 

►3 点式シートベルト 

♦肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩か5はずれな 
いよラにしてください。 

♦腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 
♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 
♦ねじれびないよラにずる 

♦腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 
♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 
♦ねじれび無いよラにずる 



► 2 点式シートベルト* 



車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3 .シート、 S ラーの調整のしかた 


■着けち、はずしち 



田固定 

"カチッ"と音びするまで差し込 
みます。 

且解除 

解除ボタンを押します。 


■シートベルトの長さ調節に点シートベルト)* 



田伸ばず 
且縮める 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
















1^- トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント左ち席） 

前方から強い衝突を受けたとさ、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員巧束効果の確保に貢献し 
ます。 

前方か6の衝撃び弱いとさや、横や 
後ろか6の衝撃のとをは作動しない 
場合びあります。 


白知識 


■ シートベルト□ックの解除ち法 

急停車や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してちロックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■ お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

参シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P .7 日） 

参シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。（一 P .39) 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 



-3. シート、 S ラーの調整のしかた 



シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉突さ衝突などで連 
続して衝撃を受けた場含でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 
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-3 .シート、 S ラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し U 下のことを必ずお守り<ださ 

し、。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

■ シートベルトの着用について 

•車に 乗るとさは全員びシートベルトを着用する 
•シー トベルトを正しく着用する 
• シートベルトは一つにつを一人で使用する 

おモさまでち一つのベルトを複数の人で使用しない 
• シートは化要に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 
•肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 
•腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 
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A 警告 

■ 巧娠中の女性や疾患のある方の場合 



医師にま意事項を確認の5え、必ず 
正しく着用してください。 (- P .39) 
妊娠中のかたち、通常の着用のしか 
たと同じよラに、腰部ベルトび腰骨 
のでをるだけ化い位置にかかるよラ 
にお腹のふくらみの下に着用してく 
ださい。また、肩部ベルトは確実に 
肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してくださ 
い。 

ベルトを正しく着巧していないと、 
衝突したとをなどに、母体だけでな 
<胎おまでび重大な傷害を受けたり、 
最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 


■お 子さまをのせるときは 

おテさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれ 
びあります。誤ってそのような状態になってしまい、バックルも外せない場合 
は、八ヴ5などでシートベルトを切断してください。 


-3. シート、 S ラーの調整のしかた 
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-3 .シート、 S ラーの調整のしかた 


A 警ち 

■ シートベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しな 
いよラにしてください。 

•シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用 
しないで < ださい。 

•プレートび バックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれ 
ていないかを確認してください。ラまく差し込めない場合はただちにトヨ 
夕販売店に連絡してください。 

•ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シ 
-卜、シートベルトを交換してください。 

•プ U テンシヨナー付シートベルトの取りつけ、取りはずし、分解、廃棄な 
どは、トヨタ販売店！;(外でしないでください。 

不適切に扱5と、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■ プリテンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SRS エアバック/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点滅します。その場合は、シートベルトを再使用することびでを 
ないため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3 .シート、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 



インナー S ラー本体を持って調 
整します。 


A 警告 
■ 運転中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあります。 


4已 










1-3. シート、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


►電動タイプ* 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき、スイッチで鏡面 
のち度調整をしまず。 



►マニュアルタイプ* 

ミラーを体を手で動かして、鏡面の角度調整をしまず。 


I ドアミラーを格納ずるとさは 


手で巧して格納しまず。 


*: 車両型式などで異なる装備やオプション装備 

































A 警告 

■走行して いるときは 

走行中はし U 下のことを必ずお守り <ださい。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

•5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側及び助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整して 
<ださい。 


-3. シート、 S ラーの調整のしかた 
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1-3. シート、ミラーの調整のしかた 

サイドアンダーミラー 


発進時またはごく低速時に、助手席側車両側面を確認ずるときに役立 
ちまず。 



白知識 

■ 5ラーに映るおよその節囲 



バンとトラック、または身長•シート 
の位置により、確認でをる範囲は異な 
ります。 

- 5ラーの鏡面は固定式ですので、鏡 
面を動かして S ラーの調整をするこ 
とはでをません。 


A 注意 

■ サイドアン ダー S ラーに ついて 

♦サイ ドアンダー5ラーの鏡面部に巧れび付着しているとをは、やわらかい 
巧などを使用して巧れをふさ取ってください。 

参 車両直前'直左部や後ちの確認は直接確認するか、インナー5ラー、ドア 
5ラーなどち併用し十分注意してください。 
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1-3 .シート、ミラーの調整のしかた 

U ヤアンダーミラー* 


後退時に、車両後方を確認ずるときに役立ちまず。 

=ラー本体を持って調整します。 


白知識 


身長-シートの位置により、確認でを 
る範囲は異なります。 

- 5ラーの鏡面は固定式ですので、鏡 
面を動かして5ラーの調整をするこ 
とはでをません。 


A ま意 

■ U ヤアンダー5ラーについて 

♦ U ヤアンダー5ラーの鏡面部に巧れび付着しているとをは、やわらかい巧 
などを使用して巧れをふさ取ってください。 

•車両 後方の確認は直接確認するか、インナー5ラー、ドア5ラーなどち併 
用し十分ま意してください。 


*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■ S ラーに映るおよその節囲 
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1-4. ドアガラス•ゲート①開け方、閉め方 

ドアガラス 


►パワーウインドウ* 

スイッチでドアガラスを開閉で舌まず。 



田閉める 

且自動全閉（運転席のみ）& 

且開ける 

凸自動全開（運転席のみ）* 

^途中で停止するとをは、スイッ 
チを反対側へ操作します。 


□ックスイッチ 



スイツチを押して運転席じ(外のド 
アガラスを作動不可にずる。 

おデさまび誤ってドアガラスを開閉す 
ることを防止できます。 


□知識 

■ 作動を件 

エンジンスイッチび "ON " のとを 

■挟み込み防止機能（運転席のみ） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスの間に異物び挟まると、作 
動び停止し、少し開をます。 


已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






















ドアガラス•ゲートの開け方、閉め方 


■バッテリーを再接続したときは（運転席のみ） 

パワーウインドウを適切に作動させるために、下記の初期設定をおこなってく 
ださい。 

ilMTI 半分までドアガラスを開ける。 

因画互スイッチを引き上げてドアガラスを全閉し、そのままスイッチ 
を 2 秒間保持ずる。 


1 

パワーウインドウに(夕1•のドアガラスの開閉のしかた 


八ンドルを回して開閉しまず。 

A 警告 


■ ドアガラスを開閉ずるとさは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員 
の手、腕、頭、首などを挟んだり巻 
をこんだりしないよラにしてくださ 
し、とくにお子さまへは手などを出 
さないよラに声かけをしてくださ 
い。 

•おモ さまには、ドアガラスの操作を 
させないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり卷をこまれ 
た0して重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 
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-4. ドアガラス • ゲートの開け方、閉め方 


A 警告 

■挟み込み 防止機能（運転席のみ)* 

•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを 
挟んだりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびありを険です。 

•挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動 
しない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続け 
たが態では作動しません。指などを挟まないよラに注意してください。重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





1-4. ドアガラス•ゲートの開け方、閉め方 

ゲ—卜 * 


I テールゲート 

•開けるとさは 



□ ックをはずず。 

左ちの八ンドルを持ち上げ、内側 
にず6します。 


►閉めるとさは 

PTI テールゲートを持ち上げる。 

E 甜甜 2 I 左ちの八ンドルを外側にずらし、引き下げて□ックずる。 

■サイドゲート 
►開けるとさは 



開ける側のサイドゲートの□ッ 
クをはずす。 

田上側 （ U ヤ） 

八ンドルを持ち上げ、内側にず6 
します。 

且下側 （ U ヤ） 

ピンを回し、金具をおろします。 
且前側 

八ンドルを持ち上げ、フックか6 
はずします。 


車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-4. ドアガラス • ゲートの開け方、閉め方 


►閉めるとさは 

mmm 11 サイドゲートを持ち上げる。 

leatiii 21 前側の八ンドルをフックにかけ、弓 I き下げて□ックずる。 
iim 下側 ( U ヤ)の金具を持ち上げ、ピンを回して □ ックずる。 
ilMTl 上側 （ U ヤ)の八ンドルを外側にずらし、引き下げて□ックずる。 


□知識 

■ チェーンのはずしち 



金具を動かしてはずす。 

. サイドゲート側に取りつけると、テ 
ールゲートをな持することびでをま 
す。（はずすとさは、ゲートを少し 
持ち上げなびらはずします。） 

• 走行中はおず、 テールゲート 側に取 
りつけておいて < ださい。 


A 警告 
■ 走行中の警告 

ゲートを開けたまま走行しないでください。荷物び落下したり、ゲートび動い 
て周囲の人やものに当たるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 

■ ゲートを開けて駐停車するとさは 

車両後ちに停止表示板または停止表示灯を置いて<ださい。ゲートで非常点滅 
巧などび見えな<なるため、思わめ事故につなびるおそれびあります。 
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ドアガラス•ゲートの開け方、閉め方 


A 警告 

■ ゲートを開閉ずるとをは 

しツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

参 周囲のま全を確かめ、ゲートで指 
などを挟まないよラ十分ま意して 
ください。重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

参おモ さまにはゲートの操作をさせ 
ないでください。手、腕、頭、首 
などを挟んだりして、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 

参 傾斜地では平坦な場所よりちゲートの開閉びしに<<なる場合びあります。 
また、急にゲートび開いたり閉じたりするおそれびあります。指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

参 強風時の開閉には十分注意してください。ゲートび風にあおられて勢いよ 
<開いたり開じたりするおそれびありを険です。 

•ゲー トを閉めたとさは、確実に固定されたことを確認してください。 


A ま意 

■ ゲートやチェーンの損傷を防ぐために 

ゲートには積荷の荷重をかけないでください。また、ゲートを閉めるとさは 
チェーンびかみ込まないよラ注意してください。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


む下の手順で給油□を開けて< ださい。 

■給油する前に 

♦エンジンスイッチを " LOCK " にして、ドアと窓を閉めてください。 
• 燃料の種類を確認してください （^ P .57) 

■給油□の開け方 



給油ロオープナーを押し下げま 
す。 
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1-5. 給油のしかた 


油□①キャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びずるまで回して閉めまず。 


白知識 

■ 燃料の種類 

無鉛レギ ユラー ガソ U ン 

■ エタノール 混合燃料について 

エタノール混合燃料（エタノールのミ居合率3%し U 下、含酸素化合物の含酸素率 
1.3〇/〇し U 下）ち使巧することびでをます。 
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1-5. 給油のしかた 


A 警告 

■ 給油について 

給ミ由前には!; TF のことを必ずお守り < ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

•車体な どの金属部分に触れて体の静電気を除去する 
放電による火巧で燃料に引火するおそれびあります。 

•キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止 
まってからゆっくり開けてください。 

キャップを開けるとさは、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開け 
ます。ゆっくり開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返して 
けびをするおそれびあ0ます。 

•給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近づけない 
•気化 した燃料を吸わないよラにする 

燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあ0ます。 

•喫煙し ない 

弓 I 火して火災を引を起こすおそれびあります。 

•車内に もどったり、帯電している人やちのに触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■ 給油時のミ主意 

• みをこぼれを防ぐためし:!下の点にま意してください。 

-給油□にノ刀レを確実に挿入する 
-継ぎ足し給油をしない 

•その他、 ガソリンスタン ド内に掲示されているま意事項を守ってください。 
正常に給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびって< 
ださい。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正!;(外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-5. 給油のしかた 


ま意 

■給油ず るとさは 

指定のガソ U ンを使用してください。 

指定!;(外のガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、軽ミ由、な油、高濃度アルコー 
ル含有燃料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 
liTF のよラな状態になるおそれびあ D ます。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

参 エンジンからの異音や振動など（ノッキング）び発生する 

•エンジン 出力び化下する 

参 排気制御システムび正常に機能しない 

•燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6. 安全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


じ1下の条件にあった正しい姿勢で運転してください。 

田まっすぐ座り、背ちたれから 
背を離さない（一 P .34) 

且シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
卜 P '34) 

且各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にする 

凸 SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラにシートの位 
置を調整する（一 P .34) 

且シートベルトを正しく着用ず 
る（一 P .39) 





1 


r 

且 


U 


A 警告 
■ 走巧中は 

•走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

•背ち たれと背の間にクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢び取れないばかりか、衝突したとを、シートベルトやへッ 
ドレストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

■シ ートを調整するときは 

•同柔 者びシートに当たってけびをしないよラにま意してください。 
•シートの 下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 


60 







1-6. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きとあわせて柔員 
への衝撃を緩和させまず。 



(運転ちの頭や陶などへの衝撃を緩和） 

且助手席 SRS エアバッグ 

(助手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和) 
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- 6 . 安全にお使いいただくために 


白知識 


■ SRS エアバッグび作動ずると 


参 SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびあります。 
参作動音ととちに白いガスび発生します。 

♦フロント席などだけでなく、エアバッグ構成部品（八ンドルの八ブ、エアバ 
ツグカバー、インフレーター)も数分間熱くなることびあります。エアバッ 
グそのちのち熱<なります。 

•フロントドアガラスび破損することびあります。 


■ SRS エアバッグが作動ずるとさ 


参 SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値（移動ち変形ちしない固定された壁 
に、約20〜 30km/h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当する値) 
し iLh の場合に作動します。 

ただし、なのよラな場合はエアバッグび作動する車速は設定値より高<なり 
ます。 


-駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変おするちのに衝突し 
た場合 

-ちぐり込むよラな衝突の場合（例えば、車両前部びちぐり込む、下に入り 
込む、トラックの下敷をになるなど） 

参衝突条件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあり 
ます。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


■ 衝突!•ソがで作動ずるとき 

しツ下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

•縁石や歩道の端など、固いものに 
ぶつかったとを 

参深い穴や溝に落ちた D 、 乗り越え 
たとを 

•ジャンプして地面にぶつかった 
り、道路から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 

SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、またはな速での前ちからの 
衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃び前ちへ 
の減速を十分に引き起こす場合には、 SRS エアバッグび作動することびありま 
す。 

•側面からの衝突 
参後ちからの衝突 
•横転 
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-6. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡がお要な場合 

し U 下のよラな場合には、修理'点検等び必要にな D ます。でさるだけ早くトヨ 
夕販売店へご連絡<ださい。 

•いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 



参 SRS エアバッグはふくらまなかつ 
たび、事故で車両の前部を衝突し 
たとを、または破損' 変形などび 
あるとを 



参八ンドルのパッド部分や助手席 
SRS エアバッグび内蔵されている 
付近のダッシュボードび傷ついた 
り、ひび割れたり、その他の損傷 
を受けたとを 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

•運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

•助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。乗員び SRS エアバッグのふ 
くらむ場所に近い場合はとくにを険です。シートの背ちたれを調整して、 
シートをでさるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 
•おモ さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
おテさまび小さくてシートベルトび使えないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。（一 P .7 日） 

•シートの 縁に座ったり、ダッシュボ 
ードにちたれかかった0しない 
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-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 



•おモ さまを助手席 SRS エアバッグ 
の前に立たせたり、ひざの上に抱い 
たりしない 

•運転者 及び助手席柔員は、ひざの上 
に何ち持たない 



•ダッシュ ボード、ステア U ングパッ 
ド部などには何ち取りつけたり、置 
いたりしない 



• ドアやフ□ントガラスなどには何も 
取りつけない 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

参 SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加 
无ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れ 
ないで < ださい。 

参 SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアや 
ドアガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車がに出て<ださい。 
皮膚の炎症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部に傷びついていたり、ひび割れ 
びあるとをはそのまま使用せず、トヨタ販売店で交換してください。 

■ 改造-廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、し U 下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなった D 、 誤ってふくらむなどして、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取りつけ-分解.修理 

•八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、フ□ア足元の SRS 
エアバッグセンサー周辺の修理、取りはずし、改造 
•フ □ントフエンダー、フロントバンパー、車両車内側面部の修理、改造 
参グ U ルガード（ブルバー.カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなど 
の取0つけ 

•サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取りつけ 
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-目.安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ エアバッグセンサーについて 

フ□ア足元のカバー内に SRS エアバッグのセンサーが装着されていますので、 
し U 下のことをお守り <ださい。お守りいただかないと、 SRS エアバッグが正常 
に作動しな<なったり、誤ってふ<らむなどして、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

• S 就ったり、強い衝撃を与えない 
•水な どをかけない 
•取りは ずさない 
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1-6. ま全にお使いいただくために 

モ供き用シート 


シートベルトを使用して、子供専用シートを固定ずることびできま 
ず。 

日つておいていたださたいこと 

♦車の仕様やおテさまの年齢、体格に合わせて、適切な子供専用シート 
をお選び < ださい。 

♦子供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

♦この車には ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バーび装備されて 
いません。 

I 子供専用 シー トの適台 I も 一 貪ま I し J し、て 

■質量グループについて 

ECE R44 ※の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重により 
次の已種類に分類されまず。 

グループ 0 :10k 邑まで 

グループ □+ :13kg まで 

グループ I : 日〜 18k 巨 

グループ n :1 已〜 2 已 kg 

グループの ： 22 〜 36k 昼 

この本では代表的な次の 3 種類のモ供専用シートをシートベルトで固 
定する方法を紹介しまず。 

■*ECE R44 は、モ供専用シートに関する国際法規でず。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとをなラ取り付け器具 
の記号にな0まず。 
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-6. 安全にお使いいただくために 


►ベビーシート 





ECE R 44 基準のグループ0、0+に 
ホ目当 


ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
にホ目当 


ECE R 44 基準のグループ、 n 、 
皿にホ目当 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 
(バン） 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(10 kg まで） 

X 

L 

X 

が 

(13 k 邑まで） 

X 

L 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

X 

L 

X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

L 

L 

X 

m 

(22 〜 36 kg ) 

L 

L 

X 


•上表に記入する文字の説明 

L : 子供専用シートの U ストに示す特定の子供専用シートに適しています。 

0」ストに記載があれば r 特定自動車」、「限定」、 r 準沉用」のカテゴリーの子供専用 
シートにわ適しています。） 

X :子供専用シートを取り付けることはできません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談ください。 

子供専用シートの装着に際しては、子供専用シートの取扱い説明書ちご確認ください。 


1子供専用シートのリスト（バン） 

質量グループ 

モ供専用シート 

カテ j’u — 

0 (10 k 目まで） 

トヨタ純正 NE 日 目- Child ISO tether 

況用 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NE 日 目- Child ISO tether 

況用 

I ( 目〜 18 kg ) 

トヨタ純正 NE 日 G-Child ISO tether 

況用 

n (1 己〜 2 己 kg) 

トヨタ純正ジュこアシート 

況用 

皿 （22 〜吕 6 k 邑） 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 
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-6. 安全にお使いいただくために 


■シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトで①取り付け） 
■( トラック） 

質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日 k 邑まで） 

X 



0+ 

(1 吕 k 邑まで） 

X 

I 

(目〜 1 8kg) 

X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

L 

m 

(22 〜36喊 

L 


• 上表に記入する文字の説明 

L: 子供専用シートの U ストに示す特定の子供専用シートに適しています 

0」ストに記載があれば「特定自動車」、「限定」、「準沉用」のカテゴ U —の子供専用 
シートにを適しています。） 

X:子供専用シートを取り付けることはでさません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 

子供専用シートの装着に際しては、子供専用シートの取扱い説明書ちご確認<ださい。 


1子供専用シートのリスト（トラック） 

質量グループ 

モ供専用シート 

カテ j’u — 

n (1 己〜 2 己 k 呂） 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 

の （22 〜 36 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別テ供専用シートの適を性一覧表 （ ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り巧け) 
(バン） 


このきには、に日 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーが装備されていないため、 
に日 FIX 子供専用シートは使用でさません。 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両侶日 FIX 位置 

リヤシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(10 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

X 

0+ 

(13 kg まで） 

E 

に日/ R 1 

X 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(日〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

B 

IS 0/ F 2 

X 

巨1 

に日 / F 2 X 

X 

A 

IS 0/ F 3 

X 

a 

リ已〜 2 已 k 呂） 


(1) 

X 

の 

に2〜36喊 


(1) 

X 


•上表に記入する文字の説明 

X :に日 FIX 子供専用シートは使用でさません。 
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- 6 . 安全にお使いいただくために 


白知識 

■ テ巧専用シートの選択、使用について 

♦おモさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

参おモさまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

•体び十分大を<、子供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに柔せ 
て車のシートベルトを使用してください。 

■ シートベルトで取り付けるタイプの子巧専用シートの還択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」 （^ P .71) を参照し、子供専用 
シートを取0付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


白知識 

■ 助手席にテ巧専用シートを取り付けるとき 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、子供専用シートを前向をに取り付けてください。 


►バン 




参いったん背もたれを前に倒し、1 
段目の固定位置まで起こし、3段 
目の固定位置まで調整する 

n け这目 

且3段目 

•シートをいちばんラしろに下げる 


参背ちたれを直立状態にする 
参シートをいちばん5しろに下げる 


A 警告 

■ モ巧専用シートを使用しない場合 

•モ供 専用シートを使用しないとをであっても、シートに適切にしっかりと 
取り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避け 
て < ださい。 

•モ供 専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてイ呆曽する 
か、荷室内に容易に動かないように収納してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを柔せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのを全のために、チャ 
イルドシートはリヤが側シートに取り付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書に必ず従ってください。 


I シートベルトで固定ずる 



チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音げするまで差し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにする。 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
したがい、シートベルトをチヤイル 
ドシートにしっかりと固定させてく 
ださい。 



チヤイルド シー トに シー トベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ッキングク U ップ（別売） 
を使用して固定する。 

□ッキングク U ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。（□ッキングク U ップ品番： 
731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを前後左ちにゆすり、しっかりと固定され 
ていることを確認してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チャイルドシート について 

•事故 や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ずおテさまの 
年齢や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用し 
てください。おテさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりには 
なりません。事故の際、おテさまびフロントガラスや乗員、車内の装備に 
ぶつかり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

•お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシ 
ートに取り付けてください。 

参 チャイルドシートによっては、取り付けびでをない、または取り付けび困 
難な場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お 
読みの上、確実に取り付け、使用ち法をお守り<ださい。使用ち法を誤っ 
たり、確実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ チャイルドシートを取り付けるときは 

•おモ さまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻 
さついた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあ0ます。 

誤ってそのよ5な状態になってしまい、バックルちがせない場合は、八ヴ 
5などでシートベルトを切断してください。 

参 シートベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれて 
いないか確認してください。 

•チ ヤイルドシートを前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認 
してください。 
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- 6 . 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チャイルド シートを取り付けるときは 


チヤイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。 



•運転席と チャイルドシートび干渉 
し、チャイルドシートび正しく取 
り付けられない場合は、助手席側 
の U ヤ席に取り付けてください。 
•助手席 シートとチャイルドシート 
び干渉しないよラに、助手席シー 
卜を調整してください。 



•助手席には チャイルドシートをラしろ向をに取り付けないでください。 5 
しろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害に受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。 
併せて参照して < ださい。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


•やむ を得ず助手席に前向をにチャ 
イルドシートを取り付ける場合に 
は、助手席シートをいちばんラし 
ろに下げて取り付てください。 
助手席 SRS エアバッグはかなりの 
速度と力で面くらむので、お守り 
いただかないと、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の 
中むにくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちな 
いよラにしてください。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


■ チヤイルドシートを取り付けるとさは 
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運巧ずるとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 82 

エンジン（イグニッシヨン） 
スイッチ . 94 

オート7チックトランス 
S ッシヨン . 97 

マニュアルトランス 
S ッシヨン . 99 

方向指示レバー . 100 

パーキングブレーキ . 101 

ホーン（警音器） . 102 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 103 

表示口/警告口 . 1日已 


2-3. ランプのつけ方- 
ワイパーの使い方 

ランプスイッチ . 107 

U ヤフォグランプスイッチ....109 

ワイパー&ウォッシヤー 

(フ□ント） . 110 

ワイパー&ウォッシヤー 

( U ャ） . 112 

2-4. その他の走行装置の 
使いち 

センターデフ□ック . 114 

運転を補助する装置 . 116 

2-5. さまざまな状況での 
運転 

荷物を積むとをのま意 . 118 

寒冷時の運転 . 120 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安全運おをむびけて、 LU 下の手順で走行してください。 

■エンジンをかける（一 P.94) 

■発進する 

►オートマチック車 

lejMi 11 ブレーキ ペダルを踏んだまま、シフト レバーを D にずる。 

卜 P'97) 

固画互パーキングブレーキを解除ずる。（一 P .101) 
ilMH ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる。 

►マニュアル車 

ilMTI クラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを 1 速にずる。 

卜 P ' 日日） 

固画互パーキングブレーキを解除ずる。（一 P .101) 

E 1 MT 1 クラッチペダルから徐々に足を離し、同時にアクセルペダル 
をゆつ <0踏み発進する。 

■停車する 

►オートマチック車 

ぉ麵1 1シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。卜 P .101) 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にしてください。 
(-P.97) 

►マニュアル車 

iium クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。（一 P .101) 
長時間停車する場合は、シフトレバーを N にしてください。 

(-P.99) 
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2-1 .運転のしかた 


■駐車する 

►オートマチック車 

leaiBii 1 1シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画回パーキングブレーキをかける。（一 P .]01) 

Hi 互シフトレバーを P にずる。（一 P . 日 7) 

坂道の途中で駐車をする場合は、化要に応じて輪止めを使用してくだ 
さい。 

固画互エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを止める。 

固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施綻ずる。 
►マニュアル車 

inm クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画互パーキングブレーキをかける。（一 P .101) 

固画面シフトレバーを N にずる。 OP . 日日） 

坂道の途中で駐車をする場合は、下り坂では R 、上り坂では1速に入れ、 
必要に応じて輪止めを使用してください。 

固画因]エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを止める。 

固画司キーを携帯していることを確認し、ドアを施綻する。 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 


►オートマチック車 

固画丘]パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にずる。 
mmm g i アクセルペダルをゆっくり踏む。 

mm 3 ] 車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し 
発進ずる。 

►マニュアル車 

ilMTI ノ（ーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレノ（一を1速にずる。 

固祖互アクセルペダルを輕く踏み、同時にクラッチペダルから徐々に 
足を離ず。 

車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し 
発進ずる。 
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2-1 .運転のしかた 


白知識 

■雨の曰の運転について 

•雨の曰は視界び悪<なり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやす<なっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

•雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 
•雨の曰の高ま走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
し'!。 

■ 走行中のエンジン回転数について（才ートマチック車） 

し U 下の場合、走行中にエンジン回転数び高くなることびあります。これは走行 
状況にあわせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的に行 
ラためで、急加速を示すちのではあ D ません。 

•車両び上り坂、または下り坂を走行していると判断したとを 
•アクセルペダルを離したとを 

■運面標識の取りつけ 

磁石式の巧む者運転標識や高齢者運転標識などを、樹脂バンノて一に取りつける 
ことはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず る前に 

•車の まわりの安全を十分確認して<ださい。この車は構造上、通常の乗用 
車に比べ車両のまわりの確認びしに<いため、走行前や信号待ち後の発進 
時は十分ま意して < ださい。 

•後退 するとをに十分な視界び得られない場合は、車のまわりのま全を確認 
後、車から降 D、 後ちの確認をしてください。 

■発進ず るときは（才ートマチック車） 

• ブレーキペダルをしっかり踏み込んだままシフトレノ（一を操作してください。 
また、エンジンびかかったままの停車中は常にブレーキペダルを踏み続け 
てください。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

•エンジン 始動直後（とくに;令間時）は、アイド U ング回転び高くなり、 
クリープ（車び動をだす）現象び強<なります。確実にブレーキを踏んで 
発進、停止時の運転にま意して<ださい。 

■運転ず るときは 

•踏み 間違いを避けるため、フレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握 
しない状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくく 
なります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

. 車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢を取り、ブレーキペダルとア 
クセルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. フ レーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフ レーキ 操作は緊 
急時の反広び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
•燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで< 
ださい。 

排気管や排気ガスは高温にな D、 可燃物び近くにあると火災になるおそれ 
びあ0を険です。 
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A 警告 

■運転ず るとさは 

•オー トマチック車はシフトレバーを前進側に入れたまま惰性で後退したり、 
R に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、フレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなっ 
たりして、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

參 車内で排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バンはバックドアび 
閉まっていることを確認してください。多量の排気ガスび旧気を起こし、 
事故の原因となるほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険で 
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて< ださい。 

•車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないで<ださい。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをな 
くなるおそれびあります。（オートマチック車） 

•車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをな 
<なるおそれびあります。 

参 車両び後退しているあいだは、シフトレバーを D (オートマチック車）また 
は1(マニュアル車）に入れないでください。 

トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでさな 
<なるおそれびあります。 

•走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力 
伝達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

•通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエン 
ジンを停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助び 
なくなります。その場合は八ンドルとフレーキの操作び困難になるため、 
ま全を確認した上で、すみやか道路協に停車して<ださい。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 
P. 224を参照してください。 

•急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして 
正常に機能しなくなります。卜 P.9 の 
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2-1 .運転のしかた 






2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとをは 

•八ン ドル、シート、ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでください。 
運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあり 
を険です。 

•重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同柔者び頭や手、その他 
の体の一部を車から出さないよラにしてください。 

•オフロード 走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ードを走行するとをは、慎重に運転してください。 

• 渡ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるお 
それびあります。 

•シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないで<ださい。 

急ブレーキをかけたとをや、旋回しているとをなどに荷物び飛び出して柔 
員に当たったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。 

■ すべりやすい路面を運転ずるとをは 

•急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びで 
をな<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

•急激な アクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン 
回転数の変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

• 水たまり走行後は、ブレーキペダルを軽<踏んでブレーキび正常に働<こ 
とを確認してください。ブレーキバッドびめれるとブレーキの効をび悪く 
なったり、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わ 
め事故につなびるおそれびありを険です。 

■ シフトレバーを操作ずるとをは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 
シフトレバーび P またはN1；(がにあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るとさは 

参 空ぶかしをしないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N し i (外にあると、車び急発 
進して思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

•長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どラしてち必要な場合 
は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認 
してください。 

•車び 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキ 
ペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 
•坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、 
常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてノ f ーキングブレーキをかけてく 
ださい。 

参 停車中に空ぶかしをしないで<ださい。排気管び過熱し、可燃物び近<に 
あると火災につなびるおそれびあ〇を険です。 

■駐車ず るときは 

•炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しない 
でください。放置したままでいると、し U 下のよラなことび起こるおそれび 
ありを険です。 

-スプレー宙からガスびちれたり、出火する 

-プラスチックレンズ-プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割 
れを起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因 
になる 

•ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグ□ーブ 
ボックスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物 
を押し込んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火 
災につなびるおそれびあ〇を険です。 



89 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るとさは 

•ウインドウ ガラスには吸盤を貼りつけないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびあ 
りを険です。 

•シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアや 
ウインドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの 
内側に反射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

•必ず パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P (オートマチック車） 
にしてエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

•エンジン 回転中または停止直後は排気管に触れないで<ださい。 

やけどをするおそれびあります。 

•降雪 時や雪び積ちった場所では、エンジンをかけたままにしないでくださ 
し、まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障 
害や死こにまるおそれびありを険です。 

■ 排気ガスについて 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 (C0) び含まれているため、排 

気ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t にをるおそれびありを険です。 

•換気び 悪い場所では、エンジンを停止してください。 

と<に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や 
死 t にをるおそれびあ〇を険です。 

• 排気管はとをどを点検してください。排気管などの腐食などによる巧や亀 
裂、及び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合はおず 
トヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガス 
び車内に侵入し、重大な健康障害や死 t にをるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■仮 旧ずるとさは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮旧すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあ D ます。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

•万一の エンジン停止などによりブレーキ倍力装置び機能しないとをは、他 
の車に近づいたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてく 
ださい。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあります。 
また制動距離ち長<な0ます。 

参 万ーエンジンび停止したとさは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでく 
ださい。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいま 
す。 

•ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一ちの油 
圧システムび故障してち、ち5—ちは作動します。この場合、フレーキぺ 
ダルを通常より強<踏む必要びあ0、制動距離び長<なります。一ちのブ 
レーキシステムしか作動していない状態で走行しないでください。ただち 
にブレーキの修理を受けてください。 

■万一脱輪した ときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび苗に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれび 
あります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 注意 
■ 運転中は 

♦オートマチック 車は、坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、 
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでください。 
•マニュアル 車は、クラッチの損傷を防ぐためクラッチペダルに足を乗せた 
まま走行しないでください。 

■駐車ず るとをは（才ートマチック車） 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■ 部品の損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングポンプの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいに回し 
た状態を長く続けないでください。 

•ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、で 
をるだけゆっくり走行してください。 

■継続のに ブレーキ付おか6警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ 
し、。必要なとさにパッドの交換び行われないと、□ーターの損傷につなびる場 
合びあります。（ディスクフレーキ） 

ブレーキパッドやディスク □ーター （ディスクブレーキ)、ブレーキライ ニン 
グ（ドラムブレーキ）などの部品は、役割を果たすととちに摩耗していをます。 
摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでな<、事故につなび 
るおそれびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■ 走行中にタイヤがパンクした S 

じ(下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

参八ン ドルび取られる 
参 異常な振動びある 
参 車両び異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P.201) 

■ 冠水路走行に関ずるま 意 

大雨などで冠水した道路では、し i (下のよラな重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

参 エンストする 

•電装 品びショートする 

参 水を吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったとをはおずトヨタ販売店 
で L ツ下の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

参 エンジン、トランスミッション、トランスファー (4WD ま)、デイファレン 
シャルなどのオイルやフルードの量及び質の変化 
• プロペラシヤフト、各ベア U ング、各ジヨイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 


■エンジンスイツチの位置 



D " LOCK " 

-ステアリング□ックびかかり 
ます。 

-キーを巧さ挿しすることびで 
をます。 

(オートマチック車は、シフトレバ 
一の位置び P のとさ、キーをなさ 
挿しでをます） 

且 " ACC " 

シガーライターなどの電装品び使 
用でをます。 

且 " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

凸 " START " 

エンジンび始動でをます。 


■エンジンのかけち 

►オートマチック車 

固 画 田正しい姿勢卜 P . 日 0) び取れるようにシートの位置を調整し、 
ペダルの各位置を確認ずる。 

固画回パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる。 

ElMTI シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる。 
leaai 4 1 ブレーキぺダ J レをしっかり踏む。 

固画互エンジンスイッチを " START " の位置まで回ず。 
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►マニュアル車 

固画田正しい姿勢い P . 日 0) び取れるようにシートの位置を調整し、 
ペダルのさ位置を確認ずる。 

固画回パーキングブレーキびかかっていることを確認する。 

作3圓1 3 I シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる。 

EJMI 41クラッ チぺダ J レとブレーキぺのレをしっかり踏む。 

固画互エンジンスイッチを " START " の位置まで回ず。 


白知識 


■キーを " ACC " か5 "LOCK" に回すには 
feiirfh I シフトレバーび P の位置にあることを確認する。けートマチック車） 



キーを押し込みなびら " LOCK " まで 
回す。 


■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア1」ングを左ちに動かしなびら、 
エンジンスイッチを回してください。 
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2-1 .運転のしかた 


■ キー 巧き忘れ警告 ブザー 

キーび差し込んであり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとき、 
いずれかのドアを開けると警告音び鳴ります。 


A 警告 

■ エンジンをさ台動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このと面夫してアクセ J レぺダ J レは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 走巧中の警告 

•走行 中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 “ ACC " にしてください。走行中にエン 
ジンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。（一 P .224) 
•マニュアル 車は、キーを " LOC ぐの位置にするとキーび抜けることびあ 
ります。キーび抜けると八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでをなくな 
り、思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。 


A 迂意 

■ バッテリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■ エンジンを始動ずるとをは 

参 一度に30秒し U 上スターターを回さないでください。 

参 エンジンび;令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦ちし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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状況に応じてシフトポジションをお選びください。 
■シフトレ y V ’一の動かし方 


>エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のが態で、ブレーキぺ 
ダルを踏んだまま操作しまず。 

如 シフトレバーボタンを押しなびら操作しまず。 

■シフトポジシヨンの使用目的 


&燃費向上や騒音の化減のために、通常は D を使用して<ださい。 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行* 

2 

下り坂走行 

L 

急な下り坂走行 


2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランスミッション* 
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2-1 .運転のしかた 


1^- パードライブ （0/D ) スイッチ 


オーバードライブを ON にしておくとギヤび4速まで入り、燃費性能や 
静肃性を高めます。 

OFF にずると4速に入らなくなり、下り坂での輕いエンジンブレーキや 
登りあでの不要な変速を防ぐ効果びありまず。 

田 0 /D ON 
且 0 /D OFF 



□知識 

■ リバース 警告 ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 


■ シフトレバーを P か5シフトでさないとさは一 P.21 已 

■ オーバードライブ OFF 表示なが点滅したときは 

オートマチックトランス5ッシヨンの異常び考えられますので、トヨタ販売店 
で点検を受けてください。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますので注意してください。 
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2-1 .運転のしかた 

7ニユアルトランスミッション* 



クラッチペダルをしっかり踏み、シフトレバーをゆっくり操作しまず。 
誤操作を防ぐため、已から R へは直接入れることびできません。 
いったん N に入れてから刊こ入れまず。 


シフトの速度限界 

エンジンを過回転させないためにさシフト位置での速度びじ(下に記載 
してある数値をこえないよラにしてください。 


(km/h) 


シフト位置 

最高速度 

1 

30 

2 

60 

吕 

90 

4 

12已 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますので注意してください。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 



田左折 
且ち折 

且左側へ車線変更（レバーを途 
中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 

凸ち側へ車線変更（レバーを途 
中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 


JQ 知識 

■ 作動ま件 

エンジンスイッチび "ON " のとを 

■ 表示むの点滅び異常に速くなつたとをは 

方向指示好の電球び切れていないか確認して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


田パーキングブレーキをかける 
ブレーキペダルを踏みなび5、バ 
ーキングブレーキレバーをいっぱ 
いまで引をます。 

且パーキングブレーキを解除ず 
る 

レバーをかし引击上げ、ボタンを 
巧しなび6完全に下までちどしま 
す。 


白知識 

■ 冬季のパーキングブレーキの使用について 

-P .120 

■ パーキングブレーキホ稱除走行時警告ブザー 

- P .198 


A ミち意 
■ 走行前のミ主意 

ノてーキングフレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 
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2-2 .メ ーターの見方 

計器類 



燃料残量を示します。 

且時計 

時刻を表示します。 

且シフトポジション表示 

選択されているシフトポジションを表示します。（一 P .97) 

凸オド一夕一、卜 U ップーター 
•オド一夕一 
走行した総距離を表示します。 

♦トリ ッつ乂 ーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A 、 トリッ 
プ巨の2種類で使い分けることがでさます。 

且オドーター/卜 U ップーター切り替え•卜 U ップ>(ーター U 
セットボタン 

ボタンを巧すごとに表示が切り誓わります。また、トリップメーター表示中に 
長巧しすると走行距離が日にちどります。 

回時計調整ボタン 

時刻を調整します （^ P .104) 

H スピードーター 

車両の走行速度を示します。 

回水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 
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2-2. メーターの 見方 


A 注意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

水温計のゲージび H のレツドゾーンに入つたとをは、オーバーヒートのおそれ 
びあるため、ただちに安全な場所に停車してください。（一 P .220) 


I 時計の設定変更 


お麵1 I 時計調整ボタンを長巧しずる。 
時表示び点滅します。 


固画回時表示び点滅中に時計調整ボタンを巧して、"時"を設定ずる。 
mmm 3 1 オドメーター/卜 U ツプメーター切り替え•卜 U ツプメーター 
U セツトボタンを巧ず。 

分表示び点滅しまず。 

固圆[互分表示び点滅中に時計調整ボタンを巧して、 "分" を設定ずる。 


leatfli 51オドメーター/卜 IJ ップメーター切0替え•卜 U ップメーター 
U セツトボタンを押ず。 

時計表示び点滅します。 


IE 迅现6 I 時計調整ボタンを押ず。 


I I 知識 

■ バッテリー端テの脱着をしたときは 

バッテ U —端子の脱着を行5とを、時計は U セツトされます。 
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2-2 .メ ーターの見方 

表'雨口/警告な 


メーター. センターパネル内の表示幻/警告'打でお車の状況をお知5 
せしまず。 

次のイラストは、説明のためずベての表巧幻/警告'灯を表巧していま 
ず。 

国メーター 



■センター八ネル 



f 0= I 


I の)!な 



10己 























































2-2. メーターの 見方 


■表示口 

システムの作動状況を表示しまず。 



方向指示表示灯 
(一 P.100) 

ID 

0 幸 

1」ヤフォグランプ表示な* 

0 /D 

(一 P.109) 

OFF 

昭 


シフトポジション表示な* 
(一 P. 目 7) 

X 


八イ ビーム 表示な 
(一 P'107) 


オーバードライブ OFF 
表示打* (一 P.98) 

センターデフ□ック作動 
表示打*卜 P .114) 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P .] 日 8) 


口 

* が 


‘ぉ 

& 

(@) 

(©) 

0 /D 

OFF 

A 

PASSEN 站 R 各 

の 




( 点滅） 


作動確認のためにエンジンスイッチを "ON" にすると点打し、数秒後ま 
たはエンジンをかけると消打します。点打しない場合や点なしたままのと 
さはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。 


A 警告 

■ まを装置の警告なび点なしないときは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯び、エンジンスイッチを "ON” 
にしてち点なしない場合や点なしたままの場合は、事故にあったとさに正しく 
作動せず、重大な傷害を受けた0、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 

























































2-3. ランプのつけ方.ワイパー①使し、ち 

ランプスイッチ 


へッドランプなどを点巧できまず。 




田車幅灯-尾灯.番号打-メー 
ター照明を点灯 

且上記ランプとへッドランプを 
点な 


n ランプ点灯時、レバーを前方に 
押し八イビームに切0替え 
レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

且レバーを引いている間、八イビ 
ームを 点灯 

ランプび消打していてち、八イビー 
ムび点なします。レバーを離すと、 
□ービームにちどるまたは消打しま 
す。 


レ r ビームに ずる 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


I 手動光軸調整ダイヤル 


乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドラン 
プの光軸を調整することびでさまず。 



n 上向さに調整 
且下向さに調整 


■目盛り設定の目を 


柔員や荷物のま件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

最大積載時 

吕※ 

&架装等により異なる場合びあります。 


A 迂意 

■ バッテリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でランプを長時間点なしないでください。 


—口知識_ 

■ ランプ消し忘れ警告ブザー 

へッドランプ、 車幅なび点なしている状態で、エンジンスイッチび "ACC" ま 
たは "LOC ぐのとを、いずれかのドアを開けると警告音び鳴ります。 
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2-3. ランプのつけち.ワイパー①使し、ち 

U ヤフォグランプスイツチ* 


雨や露などで視界び悪いときに後続車に自分の車のを在を知らせるた 
めに使用しまず。 

へッドランプが点！打しているとき使巧できまず。 

点な/消灯 


口知識 
■ 点なを件 

♦へッドランプび点なしているとさに使用でをます。 

♦ U ヤフォグランプび点なしているとさに、ヘッドランプを消灯させても、車 
幅なび点なしていれば、 U ヤフォグランプは消なしません。 

■ U ヤフォグランプについて 

♦ U ヤフォグランプび点口しているときは、メーター内の表示口（一 P.10 己） 
び程色に点打します。 

参雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車のを在を知らせるために使 
用します。 

視界び悪いとさし i (がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあ D ます。 

必要なとさしツがは使用しないでください。 


*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 



D 間欠作動 （ INT ) 
且低速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 
凸一時作動 ( MIST ) 



且ウォッシャーあを出ず 
ワイノ く一び連動して作動します。 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


白知識 

■ 作動条件 

エンジンスイッチが "ACC " または " ON" のとき 

■ ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
J レのつまりを点検してください。 

A 警告 

■ウォッシャー 使用時の警告 

寒;令時はフ□ントウィンドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しな 
いでください。ウォッシャー液びフロントウィンドウガラスに凍りつを、視界 
不良を起こして思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 


ミち意 

■フ □ントガラスが乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 










2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ ）* 



D 通常作動 （ ON ) 

且ウオッシャー液を出す 


白知識 

■ 作動条件 

エンジンスイッチが "ACC " または " ON" のとき 

■ ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
J レのつまりを点検してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 











2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


A ま意 

■ リヤウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

センターデフロック* 


めかるみなどでスタックした場合の脱出時など、大きな駆動力を必要 
とずる走行時に使用しまず。 


I お麵1 I 車両を完全に停車させる。 
mmm 2 1 シフトレバーを N にする。 



スイツチを押す。 

センターデフ□ツク状態になると 
センターデフ□ツク作動表示口が 
点口します。 

ちラー度巧すと、センターデフ □ 
ック状態び解除されます。 


口知識 

■ センターデフ□ックスイッチの使用条件 

•エンジンスイッチが "ON " のとを 
•シフトレバーが N にあるとさ 
•車両が完全に停車しているとさ 

■ センターデフ□ックについて 

センターデフ□ックでの急旋回は避けて<ださい。急旋回した場合、前-後輪 
の回転差によりブレーキをかけた状態と同じよラな現象を起こし、運転しにく 
くなります。 

■ フルタイム 4 WD の取り扱い 

4WD 車といってち万能車ではありません。アクセル-八ンドル-ブレーキの操 
作は一般の車と同じ<慎重におこない、常に安全運転をむがけて<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


















































2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ フルタイム 4 WD について 

•ラ U —走行などび目的ではな<、一般道での走行安定性の確なを目的とし 
た 4WD ですので、無理な運転はしないで < ださい。 

•滑り やすい路面での走行は慎重におこなって<ださい。 

■ 走行中の警告 

車両旋回中や車輪空転中は、センターデフ□ックスイツチ操作をおこなわない 
で < ださい。 


A ま意 

■ センターデフ□ックについて 

センターデフ□ックスイッチでセンターデフの□ックを解除して、作動表 
示好び消なしてちセンターデフの□ックび解除されない場合びあります。 
車両旋回時などで、八ンドル操作び重く感じられる場合は、周囲のま全を確認 
して加減速または後退してください。 

■ センターディファレンシャルの損傷を防ぐために 

乾燥した舗装路面及び高速走行では、必ずセンターデフロックスイッチを 
OFF にして走行してくださし、 ON にした状態で走行すると、駆動系に無理な 
力びかかり、駆動装置び破損するおそれびあります。 



11已 








2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を捕巧する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて13下の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なものなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ □ックプレー キシステム） 

急ブレーキ時や滑0やずい路面でのブレーキ時にタイヤのロックを 
防ぎ、ス U ップ抑制に寄与しまず。 


p 知識 

■ ABS の作動音と}忘動 

•エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 
♦上記のシステムび作動すると、し U 下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

- ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

しツ下の状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

•タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

•雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニ 
ング現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。し U 下の状況では、常に速度 
を控えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

•ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 
参 タイヤチェーンを装着しているとを 
•道路の つなぎ目など、段差を越えたとを 
参 凹凸のある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P.231) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

巧物を積むとをのま意 


安全で快適なドライブをずるために、荷物を積むときはじ(下のことを 
お守りください。 

♦荷物はでさるだけ荷台または荷室に積む。 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる。 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む。 
♦燃費び悪化しないよラにするために、不要な荷物は積まないよラに 
する。 


A 警告 

■ 積んではいけないちの 

し U 下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

•燃料び はいった容器 
# スプレー宙 

■荷物を 積むときは（室内） 

•し U 下の場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ-アクセルペダルを正しく操作でさなか 
った0、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わ 
め事故につなびるおそれびあります。 

• 運転席足元 

-助手席や1」ヤ席"(荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-&たのないル物入れ/トレイ 

• 室内に積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷つける 
おそれびあ0ます。 
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*: 車両型式などで異なる装備やオプション装備 





2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

■荷物を 積むときは（室が、荷台)* 

キャブと荷台の間にちのを置いたり、荷台とフレームの間に板などを差し込ま 
ないでください。また、□ープやほろなどの先端びたれ下びらないよラにま意 
してください。 

エンジンや排気管の熱によ0火災につなびるおそれびあります。 

■ 荷物の重量-荷重のかけちについて 

•荷物を 積みすざない（過積載しない）で<ださい。 

参 荷重を不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御 
のほ下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 


車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-5. さまざまな状況での運転 

寒を時の運起 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■をの前の準備 

♦政下のちのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
• 冷却水 

• ウォッシャー液 

♦バッテ U —の点検を受けてください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を使用し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とを指定サイズで同一銘柄のをのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったをのを使用してください。 

(タイヤについて: 一 P .231) 

■運転する前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分 
にふさ取ってください。 

♦フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ□に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪 
を取り除いて < ださい。 

♦外装ランプ、車両の屋根、タイヤの周迅やブレーキ装置に雪や 
氷び付いているとさは、取0除いて<ださい。 

♦乗車する前に靴底についた雪をよ<落として<ださい。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行 
してください。 

►オートマチック車 

エンジン始動直後（とくに冷間時）は、アイド U ング回転び高くな 
り、クリープ（車び動さだす）現象び強くなりまず。確実にブレー 
キを踏んで発進、停止時の運転にミ主意して< ださい。 

■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレノ（一をオートマチック車は P 、 マニュアル車は下り坂では R 上 
り坂では]速に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


白知識 


■タイヤチェーンについて 

取りつけ-取りはずし-取り扱いち法についてはしツ下の指示にしたびってくだ 
さい。 

♦ま全に作業でをる場所で行5 
参後2輪に取りつける 

•平坦な場所でジャッキで車を持ち上げて行5 
♦タイヤチェーンに付属の取扱説明書にしたびラ 
•取りつけ後 0.5 〜 1.0km 走行したら締めなおしを行5 

■ 寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐために 
金属部分をゴムでおおってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

参高ま走行時は、通常のワイノ f ーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 



121 






2-5. さまざまな状況での運転 


A 警告 

■ を用タイヤ 装着 時の 警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

•指定 サイズのタイヤを使用する 
• 空気圧を推奨値に調整する 

•お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行し 
ない 

■ タイヤチェーン 装着 時の 警告 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは 30km/h のどちらか低 
いちを超える速度で走行しない 
•路面の 凹凸や巧を避ける 

•急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレ 
ーキの使用は避ける 

•カーブの 入り□手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■ 駐車時の 警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、おず輪止めをしてください。 
輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


A ま意 


■ タイヤチェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品し U 外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのもあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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室内装備の使い方 

3-1 .エアコン.デフオッガーの 


使い方 

エアコン . 12日 

リヤヒーター . 132 

リヤウインドウデフォッガー 
動取 0). 133 

3-2. オーディオの使い方 

アンテナ . 134 

3-3. 室の巧のつけ方 

室内な . 13已 


3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 
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3-5. その他の室内装備の 


使いち 

サンバイヴー . 141 

灰皿 . 142 

シガーライター . 143 

フ□アマット . 144 


ルームセパレーターバー ....... 14已 


12已 














3-1 .エアコンとデフォッガー①使い方 

エア：]ン 



たァコンの設定 

固画田風量を調節ずるには、風量調節ダイヤルをち（増）か左（減） 
へまわす 

送風を止めるときはダイヤルを日の位置にしてください。 

固励互温度設定を変更するには、温度調節ダイヤルをち（暖）か左（冷) 
へまわす 

圓 び押されていない場合は、 送風または暖房で使用できます。 

Earn 吹き出し□を切り替えるには、吹き出し口切り替えダイヤルを 
まわし吹さ出し□を選ぶ 
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3-1 .エアコンとデフォッガーの使い方 


フ□ントウインドウガラスの曇りを取るには 



吹さ出し□切り替えダイヤルを 
の位置にずる 

内気循環にしている場合は、外気導入 
にして < ださい。 


ElMgl 状況に応じて次の操作を行ラ 

•風量調節ダイヤルで風量を調整する 
•温度調節ダイヤルで温度を調整する 

•除湿機能が作動していないとさは、 \ m \ を押して作動させる 
風量を強くし、送風温度を上げると、より早く曇りを取ることができます。 


吹き出し□と送風について 



上半身に送風 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使い方 



■外気導入-内気循環を切り替えるには 

外気導入-内気循環切り替えレバーを左ちに操作ずる 
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3-1 .エアコンとデフォッガーの使い方 


風向きの調整と吹き出し□の開閉 


•中央吹さ出し □ 



n 風向きの調整（上下) 
且風向きの調整（左ち) 



n 風向きの調整（上下) 
且風向きの調整（左ち) 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使い方 


□知識 

■ 作動ま件 

エンジンスイッチび "ON" のとを 

■ガラスの量りについて 

♦車室内の湿度び高いとさはガラスび曇りやすくなります。その場合は、 \ m \ 
を ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出るため、効果的に曇りを 
取ることびでをます。 

♦B] を ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすくなります。 

参内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■ 外気導入-内気循環について 

トンネルやお蒲などで、巧れた外気を車内に入れた<ないとをや、外気温度び 
高いとさに;令房効果を高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。 

■ が気温度が o ‘ c 近くまで下がったとき 

國を押してち除湿機能び働かない場合びあります。 


USE 

■ WITH マー クについて 

な 

♦このマークはガラスび曇ったとさに使用する*>’、爾?の位置で、"か気導入" 
を使用していただくためのちのです。"内気循環"にすると曇りび取れにくく 
なる場合びあります。 

•このマークの位置でち吹を出し□切り替えダイヤルはとまりますび、この位 
置での使用はおすすめでをません。ダイヤルは各吹を出し□の絵表示の位置 
に合わせて使用してください。 
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3-1 .エアコンとデフォッガーの使い方 


■エアコンの臭いについて 

参エアコン使用中に、ま室内かのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

参エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

■ エアコンフイルターについて 

(一 P' 18己） 

A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

外気の湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させていると 
をは、吹を出し□切り替えダイヤルをの位置に合わせないでください。 
外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り視界をさまたげる場合びありま 
す。 


八 ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 
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3-1 .エアコンとデフォッガー①使い方 

U ヤヒーター * 


スイツチの"川"または " L 0" 側を押ずと、リヤヒーターび作動しまず。 


モード 

スイッチ 
の状態 

作動 

表示な 

n HI 

(強風） 

1 

1 


桓色 

停止 


1 


消灯 

且 L 日 
(弱風） 

壌 


緑色 



口知識 
■ 作動条件 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 




















































3-1 .エアコンとデフォッガー①使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り）* 


リヤウインドウの曇りを取るときにお使いください。 



ON/OFF 


白知識 
■ 作動ま件 

エンジンスイッチび "ON" のとを 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

曇りび取れたら必ずスイッチを OFF にしてください。 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 


*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

アンテナ 


運励洁側にありまず。 



ラジオ受信時は、節度感あると 
ころまで引き出して使用してく 
ださい。 


么 ミち意 

■ アンテナの損傷を防ぐために 

し U 下のよラなとさはアンテナを格納してください。 
•車庫の 天井などにアンテナび当たるとを 
•カー カバーをかけるとを 
•自動 洗車機にかけるとを 
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3-3. 室内'なのつけ方 

ま巧な 


I ルーム ランプ 



田 ON (点好） 

且 OFF (消灯） 

且 DOOR (ドア連動） 



HON (点好） 

且 OFF (消灯） 

且 DOOR (ドア連動） 


車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



13已 




























3-3 .室内灯のつけ方 


知識 

■室内なについて（ワイヤレスドア□ック非装着車） 

DOOR の位置にしておくと、ドアの開閉に連動して点な.消なします。 

■室内なについて（ワイヤレスドア□ック装着車） 

DOOR の位置にしておくと、ドアの施錠-解錠/開閉、エンジンスイッチによ 
り自動的に点な-消なします。 

■バッテリーあがりを防ぐために（ワイヤレスドア□ック装着車） 

DOOR の位置にしておくと、ドア開状態で室内なび点なしたままの場合、約 
10分後に自動消打します。（エンジンスイッチび "ACC " または " LOCK " の 
場合） 


A 注意 

■バッテリー あがりを防止ずるために（ワイヤレスドア□ック非装着車) 

エンジン停止時は長時間点なしないでください。 
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3-4. 収納装備の使いち 

収細装備一質 



A 警告 

■ 収納装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、し U 下のよラなことび起こるおそれびありを険です。 
•室温び 高<なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび 
変形やひび割れをおこす 

参 室温び高<なったとさにライターやスプレーちび爆発したり、他の収納物 
との接触でライターび着火した D スプレー宙のガスびちれるなどして火災 
につなびる 
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3-4. 収納装備の使い方 


グ□ーブボックス 


I グ□ーブボックス 



レバーを 引さ上げる。 


A 警告 
■ 走行中の警告 

グ□ーフボックスをぶ、ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに開いたフタに体に当たったり、収納していたちのび飛び出 
したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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■カッぶルタ— 

カップホルダーを引さ出ず。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙し i (がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■ 使わないとさは 

カップホルダーを収納してください。 

急ブレーキ時などに開いたフタに体び当たったり、中のものび飛び出したりし 
て、思わめけびをするおそれびあ〇を険です。 



3-4. 収納装備の使い方 

カップホルダー 
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3-4. 収納装備の使い方 


センターコンソールポツクス 


■ iz ンタ—コンソールボックス 



n カップホルダー（バンのみ) 
且センタートレイ 
且カップホルダー 


□知識 

■ カップホルダーについて 

参ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、形によっては収納でをないことびあります。 


A 迂意 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



田下ろず 

且下ろした状態でフックからは 
ずし、横へ回す 












3-5. その他の室内装備の使い方 

巧皿 



灰皿を引さ出ず。 

取りはずすときは、プ□テクター 
を下へ巧したまま引舌出します。 


A 警告 

■ 使用をについて 

フタを必ず閉じてください。急ブレーキ時などに、開いたフタに体び当たった 
りして思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

■ 出义を防ぐために 

•マッチ、 タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中にいれ、確実に閉め 
て < ださい。 

•の 皿の中に紙<ずなどの燃えやすいちのを入れないで<ださい。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

シガーライター 



シガーライターを押し込む。 
をとの位置にもどった6使用でさ 
ます。 


白知識 


I 使用条件 

エンジンスイッチが " ACC " または " ON " のとき 


A 警告 


■ やけどを防ぐために 

•シガー ライターの金属部分に触れないで<ださい。 

参 シガーライターを押さえたままにしないで<だい。 

• トヨタ純正品しツがの電気聲品の電源ソケットを差し込まないで<ださい。 
ソケットび変形し、その後シガーライターを使用したとさにシガーライタ 
一び飛び出したり、押し込まれたまま出てこないおそれびあります。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フッ 
ク（クリップ）を使用して固 
定してください。 

固定フック（クリップ）のお状 
およびフ□アマットの固定方法 
はイラストと異なる場合びあり 
よ9 〇 

詳しい固定方法はフ□アマット 
付属の取扱書をご確認 < ださい。 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思 
わめスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそ 
れびあります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種及び異なる年式のフロアマットは使用し 
ない 

•運転席 専用のフ□アマットを使用する 

•付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

•他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

•フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■ 運転ずる前に 



•フロア マットびすべての固定フック 
(クリップ）で正しい位置にしっかり 
と固定されていることを定期的に確 
認し、とくに洗車後はおず確認を行う 

•エンジン 停止及びシフトレバーび 
P けートマチック車）または N (マ 
ニュアル車）の状態で、各ペダルを 
奥まで踏み込み、フ□アマットと干 
渉しないことを確認する 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

ルーム七パレーターパー* 


■取りはずしち 

左ちの八ンドルを回ず。 


■取りつけち 

取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 


口知識 

■ルームセバレーターバーについて 

取りはずしたまま走行しないでください。取りはずしたまま走行すると、違法 
改造になります。 （ U ヤシート柔車時を除く） 

■ 車検について 

J レームセパレーターノ（一を紛失すると車検を受けることびでをなくなります。 

A ミち意 

■ルーム セパレーターバーや荷物の破損を防ぐために 

走行前にしっかり固定されていることを確認してください。 

■フ □ントシートの前を位置を調整ずるときは 

シートとルームセパレーターバーの間に手を挟まないよラにま意してくださ 
い。 


*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




14已 
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お手入れのしかた 


4-1 .お手入れのしかた 


外装の手入れ . 148 

內装の手入れ . 1已1 

タイヤについて . 1已3 


4-2. 簡単な点検-部品交換 


ボンネット . 1已日 

エンジン点検口 . 1已8 

電球（バルブ）の交換 . 160 

ヒューズの点検、交換 . 176 

ワイヤレスリモコンの 

電池交換 . 181 

ウオッシャー液の補給 . 184 


エアコンフィルターの交換...18已 












4-1. お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、む下の頂目を実砲ください。 

♦水を十分かけなびら車体、足まわり、下まわりの順番に上から 
下へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいをので洗ラ 
♦巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
す 

♦水をふさ取る 

♦水のはじさび悪くなったとさは、ワックスびけを行ラ 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にな6ないとさは、車体の温度 
び;令えているとを（およそ体温！; TF を目をとしてください。）にワックスを 
かけます。 

なお、ボディコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳しくは 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


白知識 


■ 自動洗車機を使うときは 

•給ミ由□びしっかり閉まっていることを確認してください。 

参洗車する前に、=ラー、アンテナを格納してください。 

参ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

■高圧洗車機を使うときは 

•車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近づけすざないでください。自動洗車機に入れる前に車両の給油□びしっ 
かり閉まっていることを確認してください。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近づけすざないでください。 

近づけすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ U ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


■バンパー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■ 塗装の劣化や車体の腐食を防ぐために 

参なのよラな場合はただちに洗車して < ださい。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとを 

-ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に傷びついた場合は、早めに補修して<ださい。 

A 警告 

■洗車を ずるとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■ 排気管について 

排気管は排気ガスにより熱くなりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 注意 

■塗装の 損傷をさけるために 

ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤は使用しないでください。 

■ランプの 清掃 

♦ま 意して洗ってください。有機を剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ランプを損傷するおそれびあります。 

参 ランプにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 


1已〇 





4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、 liTF の要領で実施ください。 

■車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 


白知識 


■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態を保つことをおすすめします。洗浄には、巿版の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
こんでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■ シー トベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。卜 P .39) 


A 警告 

■ 車両への水の浸入 

•床に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

参 SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 日 1) 
電気的不具合により、エアバッグび作動したり、正常に機能しなくなり、 
死 t 事故や重傷につなびるおそれびあります。 

■ 巧装の手入れをずるときは（とくにインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 



1已1 








4-1 .お手入れのしかた 


A 注意 

■ 清掃ずるとさ使用ずる溶剤について 

参 変色-シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有 
機溶剤や酸またはアルカ U 性の溶剤、染色剤、漂白剤などは使用しないで 
<ださい。 

参 諮出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストル 
メントパネルやその他内装の塗装のはびれ-溶解-変形の原因になるおそ 
れびあります。 

■ フ□アに水びかかると 

フ□アを水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラス*の内側を掃除ずるとをは 

•熱線を 引っかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 

•熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線 
にそって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 


1已2 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





4-1 .お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検して<ださい。 

タイヤの磨耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーション 
(タイヤ位置交換）を已 ,000 km ごとに巧ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤは攻下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 
♦タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤびをえているとさに行ってください。 

♦タイヤの亀裂-損傷の有無 
♦タイヤの溝の深さ 

♦タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■タイヤローテーションのしかた 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
ションしてください。 

タイヤの摩耗状態を巧一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨ ン 
を推奨します。 




1已3 



















4-1 .お手入れのしかた 


知識 

■ タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側の夕 
イヤ空気圧ラベルで確認して < ださ 
い。 


■ タイヤ関連の部品を交換するとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談 < ださい。 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、死 t 事 
故や負傷につなびるおそれびあ0ます。 

•タイヤは すべて同ーメーカー、同一銘柄、同ートレッドパターンで、摩耗 
差のないタイヤを使用してください。 

•メーカー 指定サイズしツ外のタイヤやホイールを使用しないでください。 
•ラジアルタイヤ、 バイアスベルテッドタイヤ、バイアスプライタイヤをミ居 
在使用しないでください。 

•サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤをミ居在使用しないで< 
ださい。 


1已4 















4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■ 異常びあるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、し U 下の事態になり、思わめ事故 
になるおそれびあ0ます。 

•破裂な どの修理でをない損傷を与える 
•車び 横すべりする 

•車の 本来の性能(燃費、車両のち向ま定性、制動距離など）び発揮されない 

■ タイヤ交換時のま意 

•必ず ナツトのテーパー部を内側 
にして取り付けてください。テー 
ノて一部をが側にして取り付ける 
と、ホイールび破損しはずれて 
しまい、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 


•ねじ 部にオイルやグ1」ースをめらないでください。 

ナットを締めるとさに必要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損したり、デ 
ィスクホイールび損傷するおそれびあります。また、ナットび緩みホイー 
ルび落下して、事故につなびり重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部についてる場合は 
ふを取ってください。 


A ま意 

■ 走行中に空気漏れが起こつた5 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■ 悪路走行に巧ずるま意 

凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 




1已已 


















4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


室内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットびかし浮を上びります。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 


ボンネットステーをステー巧に 
差し込む。 


白知識 

■ バッテリー端子をはずずとさは 

バッテ U —端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 


1已6 
































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■ 走行前の確認 

ボンネットびしっかり □ ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあ D ます。 

■ エンジンルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 
点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置さ忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■ ボンネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手など 
を挟まないよラにま意してください。 
重大な傷害を受けるおそれびありを 
険です。 


/?\ ま意 

■ ボンネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 




1已7 












4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジン点検口 


フ□ントシートを持ち上げて、エンジンルームの点検などび巧えまず。 


►開けるとさは 

Til フ□ントシートを前倒しずる。卜 P .34) 



運転席2力所-助手席2力所の 
キャッチの□ックを解除ずる。 

田レバーを手前に引く 
且キャッチを引き上げて□ック 
を解除する 


バンドをフックにかけて固定 
する。 


運転席2力所-助手席2力所の 
キャッチを確実に□ックする。 
キャッチを□ックすると去は、 
レバーが押し込まれ、確実に□ック 
したことを確認してください。 


固画フ□ントシートを起こす卜 P .34) 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 


ピラー 部 （ルームセパレーターバー 
下部）にあります。 

•使用しないとをは、ピラー部にボ 
タンで取りつけておをます。 

参運転席側は、ボタンで取りつけた 
あと、先端を巧り返します。 


バックパネル（シートの5しろ側） 
にあります。 


A 警告 

■ 走行前の確認 

点検□を閉めたあとは、確実にロックされていることを確認してから走行して 
ください。確実にロックされていないと、走行中にシートび動を思わめ事故に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■ エンジン点検□を点検したあとは 

エンジン点検□内に工具や巧を置を忘れていないことを確認して<ださい。 
点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジン点検□内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジン点検□内は高温になるため車両乂巧に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■ エンジン,点検□を開閉ずるとさは 

指などを挟まないよラにミ主意してください。 


■バンドの位置 

►バン 



► トラック 




1已9 




































4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


む下に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご柏談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確かめてください。（一 P .232) 

■フ□ントのバルブ位置 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 

►バン 



► トフツク 



*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■電球交換のしかた 


■へツドランプ 




電球を交換し、取り付ける。 
取り付け部と電球のツメ （3 か所）を 
合わせて挿し込みます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




止め金で電球を固定ずる。 

電球を軽く揺ゆさぶってぐらつさがな 
いことを確認し、いったんへッドラン 
プを点打させ、電球の取り付け部から 
ランプの光がをれていないことを目視 
確認してください。 


3' ムカバーとコネクターを 取り付 
ける。 

ゴムカバーを押し込んで、確実にゴム 
カバーを取り付けた 後、 コネクターを 
取り付けてください。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 車幅な、フ□ントち向指示好/非常点滅な 




ク U ップ （®) とボルト （®) を 
取りはずし、フェンダーライナー 
をめ < る。 


ソケットを回して取りはずず。 

田車幅巧 

且フ□ント方向おおな/ 

非常点滅打 

*ィラストは助手席側で説明していま 
す。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


leaBii 3 1電球を取りはずず。 
►車幅な 





お手入れのしかた 


る 

1 ^ 

〇 

取 

で 

臭 

判 

の 

逆 

と 

さ 

と 

た 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退灯、制動 I 灯/尾 I 灯、リャち向指示!打/非常点滅 I 灯 

►バン（後退な、制動巧/尾な、 U ヤ方向お示な/非常点滅灯) 



バックドアを開け、ボルトをはず 
しランプ本体をはずず。 



ソケットを回して取りはずず。 
n 制動な/尾巧 
且 U ヤ方向おお灯/非常点滅灯 
且後退好 

* イラストは目力手席側で説明していま 
す。 



電球を取りはずず。 


固祖互取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


►トラック（制動な/尾好、 U ヤ方向おお灯/非常点滅打) 



国画[互取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


►トラック（後退好) 



固画因取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■番号な 

>バン 




〇 〇 

!〇 〇| 如 

〇 〇 〇 〇 q 



バックドアを開け、マイナスドラ 
イバーと当て巧を使ってク1」ップ 
の勘合をはずし、内張りをはずず。 
〇 ■ 勘合部分 


ソケットを回して取りはずず。 



電球を取りはずず。 


固画囚取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


► トラック 



mmm 3 1 取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


画 U ヤフオグランプ* 



因画回取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 


*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■八イマウントストツプランプ* 


手順 


ネジをはずし、カバーをはずず。 



固画の取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 
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*: 車両型式などで異なる装備やオプション装備 

































4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 

■ 車幅な、フ□ントち向指示な/非常点滅なを交換ずるとをは 

フェンダーライナーの固定ク U ップをはずしてから交換します。 

交換後は、おずフェンダーライナーをク1」ップで固定して、しっかり取りつけ 
てください。 

参ク1」ップの取りはずしち 

n ク U ップの中む部を引さ出ず 
且ク U ップを引さ抜く 


n ク U ップを差し込む 
且ク U ップの中むを巧ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ ゴムカバーを取りつけるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 



n ゴムカバーの外周をしっかりと 
はめ込む 

且ゴムカバー内周（電球周り）を 
全周にわたり電球の金具部分び 
確認でさるまで巧し込む 


■ レンズ内の水滴と量り 

じ(下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

参レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
♦ランプ内に水びたまっている 

■ 電巧の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配なかたは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

•ランプは 消なしてください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどすることびあります。 

• 電球のガラス部を素手で触れないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つ 
けたり、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

参 電球や電球を固定するための部品はしっかり取りつけてください。取りつ 
けび不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドランプ内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

•電球、 ソケット、電気回路、及び構成部品を、修理または分解しないで< 
ださい。 

感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0を険です。 


A 江意 

■ お車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取りつけられていることを確認してくださし、。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検、交換 


ランプびつかないと舌や電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れび考え5れまず。ヒューズの点検を巧ってください。 


固画〇]エンジンスイッチを " LOC に’にずる。 
lejai 21ヒューズボックスを開ける。 


■室内ヒューズボックス 




カパーをはずず。 

カバーを引いてはずします。 


カバーをはずず。 

ツメを巧しなび6はずし、カバー 
を持ち上げます。 


固画回故障の状況から、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P .178) で確認ずる。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 





正常 

ヒューズ切れ 

ヒューブボックスの表示にしたび 
し、規定容量のヒューブに交換し 
ます。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ヒューズの 配置と負荷 

■室內ヒューズボックス 



ヒューズの名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

FR WIPER 

20 A 

ワイパ ー& ウォツシャー(フロント） 

2 

( DEF ) 

1 己 A 

U ヤウインドデフォツガー 

3 

( D / L ) 

1 己 A 

パヮードア□ック 

4 

ACC 

lOA 

電動5ラー 

己 

TURN/BACK 

lOA 

方向指示な/非常点滅な、後退灯、ェアコン 

6 

HORN/HAZ 

lOA 

ち向指示な/非常点滅な、ホーン 

7 

CIG 

ISA 

シガーライター 

8 

ECU-I 白 1 

7 .己 A 

ノてツ^’ ECU 、 A 目 S ECU 

白 

( A / C ) 

7 .己 A 

ェアコン 

10 

ECU-I 白 2 

7 .己 A 

メーター、 A/T ECU 、4 WD システム 
助手席シートベルト警告な 

11 

ST 

7 .己 A 

ェンジン始動システム 

12 

E/G 

lOA 

ラジェーターフアン、ェンジン始動システム 

13 

(RR WIPER ) 

ISA 

ワイバ ー& ウォツシャー ( U ヤ） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■室がヒューズボックス 


r~3~n 

r^~n 

r~5~n 

~ 6 ~ 

7 8 白 1日11 




ヒューズの名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

H-LP LH 

lOA 

ヘッドランプ、ヘッドランプレべリング 

2 

H-LP RH 

lOA 

ヘッドランプ、ヘッドランプレべリング 

3 

EFI 

ISA 

エンジンコントロールシステム 

4 

( ABS 2) 

20 A 

ABS 

己 

STOP 

lOA 

制動な、室内な 

6 

(M 白 C ) 

lOA 

エアコン 

7 

BACK UP 

ISA 

メーター、データ U ンクコネクター 

8 

(RR HTR ) 

20 A 

U ヤヒーター 

9 

(RR FOG ) 

lOA 

U ヤフォグランプ 

10 

( ECU - B ) 

lOA 

電子制御オートマチック ECU 

11 

TAIL 

lOA 

尾な、ま号な、車幅な 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


£] 知識 

■ ヒューズを交換したあと 

参交換してちランプ類び点なしないとをは、電球を交換してください。 
(-P'lSO) 

参取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリーか6の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるよラに設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り < ださい。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

•規定 容量！;(かのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないで < ださ 
い。 

•必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

•ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ワイヤレスリモコン*の電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 
■用意ずるちの 

♦ルさいプラスドライバー 
♦ |」チウム電池じ6]6]6 
■電池交換のしかた 

iHiiai 1 1カバーをはずず。 



*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず。 

新しい電池は+極を上にして取り 
つけます。 


固画互ゴム カバーを 取りつけ、 カバーを 取りつける。 


白知識 

■ 電池げ消耗していると 

Li (下のよラな状態び起こります。 

♦ワイヤレス機能び作動しない 
参作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CR 1 色1巨の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店及びカメラ店などで購入でをます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■ 取りはずした電池と部品について 

おモさまに触らせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあります。 


八 ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

し U 下のことを必ずお守りください。 

•磊れ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

参 電池し:!外の部品に、触れたり動かしたりしない 
•電極を 巧げない 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、 
エンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A 迂意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ ウォッシャー液の薄め方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウオッシャー液の割合は、ウオッシヤ 
一液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルターの交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に交換してください。 

■交換のしかた 

固画のエンジンスイッチを " LOCK " にずる。 

固画互エアコンの外気導入-内気循環レバーを内気循環側にずる。 

グ□ーブボックスを開ける。 




グ□-ブボックスをはずず。 

田上側 

グ□ーブボックスの両端を内側に 
巧さえて、勘合をはずします。 

且下側 

上側をはずしたあと、手前に引い 
てはずします。 

フィルターカバーを取りはず 
す。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換する。 

「 tUP 」 の矢印び上を向くように 
取りつけます。 


ilMTI 取りつけるときは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 


る。 


白知識 

■ 交換時期 

20,000 km ごと 【10,000 km ごと※】 

&大都市や寒;令 i 也など、交通量や粉じんのをい地区 

■ エアコンの風量び減少したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


/ K ま意 

■ エアコンを使用ずるとをのを意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフィルターを装着してください。 

■ フイルターについて 

フイルターは交換するタイプです。 

水洗いやエアブローによる清掃はしないでください。 
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トラブルび起をた 6 5 


己-1.まずはじめに 

故障したとさは . 188 

非常点滅打 

(八ヴードランプ） . 190 

発炎筒 . 191 

けん引について . 193 


5-2. 緊急時の対処 

警告打がついたと舌は . 198 

パンクしたとさは . 201 

エンジンびかからないとをは.…214 

シフトレバーびシフトでさない 
ときは（才ートマチック車）….21已 

キーをなくしたと舌は . 216 

バッテ U —があがったとさは…. 217 

オーバーヒートしたとさは…220 

スタックしたとをは . 222 

車両を緊急停止するには ....... 224 
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已 -1 .まずはじめに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに次の指示に従ってください。 

非常点滅灯 （-► P . ISO ) を点滅 
させなびら、車を路肩に寄せ停 
車する 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に巧 
5せるため使用します。 


高速道路や自動車専巧道路で 
は、次のことに従ラ 

♦同乗ちを避難させる 
♦車両の已 OmLU 上後方に発炎 
筒（一 P .1 日 1) と停止表示板 
を置 < か、停止表お打を使用 
する 

-見通しび悪い場合はさらに後 
方に置いてください。 

-発が筒は、燃料ちれの際や卜 
ンネル内では使用しないでく 
ださい。 

• その後、ガードレー J レの外側 
などに避難ずる 
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白知識 


■ 停止表示板-停止表示なについて 



参高速道路や自動車専用道路でやむ 
を得ず駐停車する場合は、停止表 
示板または停止表示なのま示び、 
法律で義務付けられています。 
•停止表示板-停止表示好は、卜3 
夕販売店で購入することびでさま 
す。 







已 -1 .まずはじめに 

巧常点滅な（八ザードランプ) 


故障などでやむを得ず路上駐車ずる場合、他車に知らせるために使用 
して < ださい。 



スイッチを押ず 

すべての方向指示なび点滅しま 
す。 

ち5—度押すと消なします。 
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己- 1 .まずはじめに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障 • 事故時に非常信号用として使用しまず。 
( トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください。） 

発炎時間は約已分でず。非常点滅归と併用してください。 





インストルメントパネル中央足 
元の発炎筒を取0出す。 


本体を回しなびら抜さ、本体を 
逆さにして差し込む。 


先端のフタを取り、ずり薬で発 
炎筒の先端をこず0、着火させ 
る 

化ず車外で使用してください。 

着乂させる際は、筒先を顔や体に 
向けないで < ださい。 
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トラプルび起さたら 





















































5-1. まずはじめに 


□知識 

■ 発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめ < ださい。 
有効期限び切れると、着火しなかったり、炎びルさ<なる場合びあります。 


A 警告 

■ 発炎筒を使用してはいけない場所 

し U 下の場所では、発炎筒を使用しないで< ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ1」ンなど可燃物の近< 

■発 炎筒の取り扱いについて 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
•使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけた D しない 
•発 炎筒は、お子さまに触らせない 
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己- 1 .まずはじめに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご巧おください。 
■けん引する前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

♦エンジンはかかるび、車び動かない 
♦異常な音びずる 

■けん引されるとをは 

車体に傷び付かないよラに□一 


プをけん引フックにかける。 
前進方向でけん弓 I してください。 



吕巳 m じ1内 



□ープの中央に白い巧をつける 
巧の大きさ ：0.3 m 平方 （30 cm X 
30 cm ) じ(上 


I ぉ麵 I 3 I けん引される車両のエンジンをかける。 

エンジンがかからないときは、エンジンスイッチを " ACC " または 
" ON " にしてください。 

T 41 センターデフロックスイッチ*を日 FF の状態にし、センターデ 
フ□ック作動表示好*び消灯したことを確認する。 （4 W □車） 


車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルび起さたら 



































5-1. まずはじめに 


T 5 l けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する。 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないよラにし 
て < ださい。 


I けん引フックの取りつけ方 




ホイールナツトレンチを使い確実 
に取0つける。 


194 




































□知識 

■けん引フックの使用目の 

フロントけん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん引す 
るためのちのではあ0ません。 

■リヤけん引フック*について（バン） 

自車より軽い車をやむを得ず一般路 
上でロープによ D けん引するための 
ちのです。 


■ リヤ側のけん引□-プをかける位置について（トラック） 

自車より軽い車をやむを得ず一般路 
上で□—プによりけん引するときは、 
左図の位置にかけます。 


■けん引フックの収納位置（一 P . 201、20 2) 


*： 車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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リヤけん引フック*について（バン) 



5-1. まずはじめに 



トラプルび起さたら 





















5-1. まずはじめに 


A 警告 

■ けん引フックを車両に取りつけるときは 

指定の位置にしっかりと取りつけてください。 

指定の位置にしっかりと取りつけないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重 
大な傷害のおそれびあります。 

■車両を 運搬ずるとをは 

おず4輪接地または、4輪とち持ち上げた状態で運搬して < ださい。 

駆動装置び焼を付をを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系内部の異常びあると思われるとを、及びなのとをは、必ず車両積 
載車などにより4輪とち持ち上げて運搬してください。 

•センター デフロック作動表示灯び消 
打せず、センターデフ□ックび 
OFF (解除）になったことび確認で 
をないとを （4 WD 車） 

♦センターデ フロック状態 （ ON のと 
き) で故障したとを （4 W □車） 
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A 警告 

■けん 引中の運転について 

• けん引を行ラとをは細むの注意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作 
は避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破 
片び周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 
•エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

• けん引されるまは、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとフレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通 
常より重くなります。 

■他 車をけん引ずるときは 

自車より重い車のけん弓 I はでをません。自車より重い車をけん弓 I しよラとする 
と、駆動系に悪影響を与えたり、けん引フックや車体び破損するおそれびあり 
ます。 


A ま意 

■ 車両の損傷を防ぐために 

けん引するとをはし U 下のことを化ずお守りください。 

参 ワイヤー□ープは使用しない 
♦连度 30 km / h し U 下、距離已 0 km し U 内でけん引する 
参 前進ち向でけん引する 
•ヴス ペン シヨ ン部などにロープをかけない 
■ 長い下り坂でけん引ずるときは 
レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあ 
0ます。 



トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


警告灯び点幻または点滅したままの場合は、落ち着いて13下のよラに 
ご対処ください。点归•点滅しても、その後消'打ずれば異常ではあり 
ません。 

I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 


じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）*** 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとをち点な 
します。解除後、消なすれば正常です。 


X 'パーキングブレーキ未解除走行時警告フヴー：バーキングブレーキをかけたまま、 
車連び 5 km/h を超えたとを、警告ブヴーび鳴ります。 


I ただちに停車して< ださい。 


L ソ下の警告は、お車へのダメージや思わめを険をおくおそれびあること 
を意味しまず。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告灯 

警告灯名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告む 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


こだちに点検を受けてください。 


L ソ下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめを険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告な 

警告灯名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

エンジン電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付シートベルトシステムの異常 


(@) 


ABS 警告巧 

A 目 S の異常 


OFF 

( 点滅） 


電子制御才ートマチック警告な （0 /D OFF 表示な兼用） 

才ートマチックトランスミッシヨン電子制御システム* 
の異常 



トラプルび起さたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置して < ださい。 


L ソ下の警告は対処方法にしたびって処置し、警告灯の点滅び解除され、 
常時点なするのを確認してください。 


警告打 

警告な名-警告内容 

対処方法 


の 


燃料残量警告口 

燃料の残量 

(約己.已 L し U 下になると点滅） 

燃料を給油 


L ソ下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告なび消打ず 
るのを確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


み 


運転席シートベルト非着用警告な 
(警告ブザー)* 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


PASSENGER ^ 


助手席シートベルト非着用警告な 
(警告ブザー）* 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


&運転席-助手席シートベルト非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約 20km/h し U 上になると警告フ 
ヴーび 30 秒間断続的に鳴 D ます。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用の 
ままだと、ブヴーの音び変わり 90 秒間鳴ります。 


白知識 


■ 助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦柔員びいな<てち、シートに荷物などを置<と、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷<と、センサーび乗員を検巧せず警告灯び作動しないことび 


あります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

八ンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備えつけのスペアタイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P .1 已3をお読みください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

♦地面び固<平らな場所に移動する 
•) (ーキングブレーキをかける 

♦オートマチック車はシフトレバーを P に入れ、エンジンを停止 
する 

♦マニュアル車はエンジンを停止してからシフトレバーを R に入 
れる 

♦非常点滅好を点滅させる 

■工具とジャッキ位置 

ツールバッグの中には、けん引フック、ホイールナットレンチ、ジ 
ャッキ八ンドル、エクステンションバーに本）び収納されていまず。 
►バン 




トラブルび起さたら 


















5-2. 緊急時の対処法 


► トラック 



■ジャッキセツト位置 




►フ□ント側 
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5-2. 緊急時の対処法 


►バン 

固画互 U ヤシートを格納ずる。（一 P .36) 

臣画回バンドをゆるめて取り出ず。 

国画[互ジャッキ袋を開け、ジャッキを取り出ず。 
►トラック 

因画のスペアタイヤをはずず。（一 P .20 日） 
leai 別2 1ジャッキ袋を開ける。 

臣画回ジャッキをゆるめて取り出ず。 


U ヤ側（バン） 




ジャッキの取り出し方 




トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


■ゆるめ方/締め方 



田締まる 
且ゆるむ 


IP ヤツキの取りつけ方 


お麵1 1ジャッキをジャッキ袋に入れる。 


►バン 




左図の向さ（上から見た図）でバ 
ンドを締めつけて固定ずる。 

ジャッキ袋の上にツールバッグをの 
せ、一緒に締めつけまず。 


左図（横から見た図）のよラに、 
ジヤツキのへツド部分びブラケツ 
卜に固定ずるよラに、ジャッキを 
締めつける。 
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5-2. 緊急時の対処法 


ペアタイヤの取り出し方 


►バン 

mm バックドアを開ける。 



因歷互格納具を地面におろし、スペアタイヤを両側から持ち、手前に 
引さ出ず。 

スペアタイヤを少し引を出すと、スペアタイヤび格納具か5落下しまず。 
そのまま引を出してください。 

固画回格納具ををとにちどず。 

格納具をフックにかけ、ボルトを十分に締めつけて、ちとにちどします。 
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5-2. 緊急時の対処法 


► トラック 



固圆[互格納具を地面におろし、スペアタイヤを両側から持ち、手前に 
引さ出す。 

スペアタイヤをかし引さ出すと、スペアタイヤが格納具から落下します。 
そのまま引を出してください。 

た3111 4 I 格納具をちとにちどす。 

格納具をフックにかけ、ボルトを十分に締めつけて、もとにをどします。 
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パンクしたタイヤの交換 



輪止め**をずる。 


パンクしたタイヤ 

車輪止め位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


* "輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 



ナツトを少し（約]回転）ゆるめる。 
ナツトを左に回してゆるめる。 


因画回ジャッキセット位置にしっかりかける。卜 P .202) 


手順 


ジヤツキ八ンドルを組み立てる。 





































5-2. 緊急時の対処法 




タイヤび地面から少し離れるまで、 
車体を上げる。 


ナットをずべて取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず。 

タイヤを直接地面に置くときは、ホイ 
ールの意匠面に傷びつかないよラ意匠 
面を上にする。 


■タイヤの取りつけ 



ホイール接触面の巧れをふさ取る。 
ホイール 接触面び巧れていると、走行 
中にナットびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあります。 


固画回タイヤを取りつけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナット 
を仮締めする。 


208 






























5-2. 緊急時の対処法 





ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまで回ず。 


車体を下げる。 


図の番号順でナツトを2、3度しっ 
か0締めつける。 

締めつけトルク： 

103 N . m (10 巳 Ok 邑 f • cm) 



トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


ペアタイヤの格納のしかた 


mmm ^ \ タイヤを格納具にのせる。 

ホイールの意匠面を、バンは上-トラックは下にしてタイヤを格納具の 
一番奥（支せ）に当たるまで巧し込みます。 



格納具を持ち上げてフックをかけ 
る。 

n 格納具をかし持ち上げる 
且フックをかける 

格納具を持ち上げてタイヤびボディ 
側に収まつていることを確認してか 
6フックをかけて<ださい。 


1む麵1 3 I ボルトを締めつける。 

□知識 

■ スペアタイヤについて 

空気圧を必ず点検して<ださい。 （^ P .231) 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ D ます。 

1；(下のことをお守りください。 

•ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取りつけ、取りはずしし i (夕'(■の目的 
で使用しない 

参 備えつけのジャッキは、お客さまの車にしか使ラことびでさないため他の 
車に使ったり、他の車のジャッキをお客さまの車に使わない 
•ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
•ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
•ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
•車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

•車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にちのをのせない 
•車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さ！;(上に上げない 
•車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 
車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意してくだ 
さい。 



トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ タイヤ交換について 

•走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れないでくださ 
い。 

走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため夕 
イヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 
•なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• ホイールの交換後はすぐに 1 03N • m(10 已 Okgf • cm) の力でナットを 
締める 

-タイヤの取りつけには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの 
異常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナツトを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P .1 已已） 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ スペアタイヤを取り出ずときは 

参 格納具からスペアタイヤを取り出すとさは、足を挟んだりしないよラにま 
意してください。また、取りつけるとをはしっかりと固定してくださし、。 
走行中にはずれ落ちるなど思わめ事故につなびるおそれびあ0ます。 

•格納 具からタイヤを落とすなどして、手や腕-足を挟まないよラにま意し 
て < ださい。 

参 ボルトをゆるめるときは、20回転程度にしてください。已〇回転し U 上回すと 
フックびはずれてタイヤび落下し、思わめけびをするおそれびあります。（卜 
ラックのみ） 

• スペアタイヤはジャッキアップする前に必ず取り出してください。ジャッ 
キアップしたあとにスペアタイヤを取り出すと、作業中にジャッキびはず 
れるなどして思わめけびをするおそれびあ0ます。 

參 格納具のボルトをホイールナットレンチで回すとさは、ゆっくりと回して 
ください。勢いでホイールナットレンチび車体に当たり傷ついたり、手や 
指を挟むなどして思わめけびをするおそれびあります。 

•スペアタイヤを 取り出すとさは、スペアタイヤ上面とボデーの間に手を入 
れないでください。思わめけびをするおそれびあります。また、排気管に 
手や足などを触れないよラミ主意して<ださい。走行直後の排気管は高温に 
なっているため、手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

■ スペアタイヤについて 

お客さまのお車専用になっているため、他のまには使用しないでください。 


八 ミち意 

■ /くンクしたままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になりま 
す。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P .94) にしたびっても、またステアリ 
ング□ックを解除（一 P .9 已）してちエンジンびかか5ないと舌は、 
じ(下のことを確認してください。 

■スターターは正常に回っているのにエンジンびかからない場 

LU 下の原因び考えられまず。 

♦燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油してください。 

♦燃料を吸いこみずぎている可能性びあります。 

再度、正しい手順（一 P .94) にしたびって、エンジンをかけて 
ください。 

■スターターがゆっくり回る/室内 I 灯-へッドランプび暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

LU 下の原因び考えられまず。 

♦バッテ U —あびりの可能性びありまず。（一 P .2 ] 7) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■スタ—夕—が回らない/室内 I 灯.へッドランプが点なしない 
/ホーンび鳴5ない場合 

じ(下の原因び考えられまず。 

♦バッテ U —のター三ナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U —あびりの可能性びありまず。（一 P .2 1 7) 

処置のしかたびわか6ないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかか6な 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレバーびシフトでまないとまは（オートマチックま) 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトできない場合、 
シフト□ック（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故障び考え 
5れまず。ただちにトヨタ,眼売店で,点検を受けて<ださい。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンバープレートに巧刻されたキーナンバーから、トヨタ販売店 
でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。（一 P .20) 





己- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーびあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、じ(下の手順でエンジンを始動ずることび 
でをまず。 

ブースターケーブルのセットと] 2 V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 



Tn バッテ U —の+端テのカバーをはずし、 ブースター ケーブル 
を次の順につなぐ。 

D 赤色のブースターケーブルを自車のノ（ッテ U —の+端モにつなぐ。 
且赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端モにつなぐ。 

且黒色のブースターケーブルを救援車のノ（ッテ U —の一端モにつな 
ぐ。 

凸黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —から離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ。 

固画回救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ1」一を充電ずる。 



トラプルび起さたら 

































5-2. 緊急時の対処法 


Ifeifill 31救援車のエンジン回転を維持したまま、自車のエンジンをか 
ける。 

Ifeitdl 41自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず。 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


白知識 

■バッテリーあがりを防ぐために 

参エンジンびかかっていないとさは、ランプやエアコンの電源を切って<ださ 
い。 

参おおなどで長時間止まっているとさは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■ バッテリーびあびったとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ バッテリーの充電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをな<なるおそれびあ0 
ます。（バッテ1」一は走行中に自動で充電されます） 


A 警告 

■ バッテリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ1」一から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険で 
すので、乂や乂巧び発生しないよ5け下のことをお守りください。 

•ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所し U がに誤って接触させな 
い 

•ブースター ケーブルは" +" と"一"の端子を絶対に接触させない 
•バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ バッテリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、しツ下のことを 
必ずお守りください。 

•バッ テ1」一を取り扱5とをはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚•巧服' 
車体に付着しないよラにする 
•必要し U 上、顔や頭などをノ 〇ッテ U —に近づけない 

•誤って バッテ U —液び体に付着したり目に入った場合、ただちに大量の水 
で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の該察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部に当て 
てお< 

•誤って バッテ U —液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の 
診察を受ける 

•バッ テ U —の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取 D 扱い後は手を洗 
ラ 

参 おモさまをバッテ U —に近づけない 


イ\ ま意 

■車の 損傷を防ぐために 

車両を押したり、引いたりして始動させないでください。 

触媒コンバーターび過熱し、火災の原因となるおそれびあります。 

■ ブースターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
卷を込まれないよラに十分ま意してください。 



トラプルび起さたら 







5-2. 緊急時の対処法 

才ーパーヒートしたとをは 


220 


オーパー ヒートしたとさは： 


固画で車を安全な場所に止め、エアコンを止める。 

固画回エンジンルームから蒸気び出ているか確認する。 

蒸気び出ている場合： 

エンジンを止める。蒸気び出なくなったら、ミ主意してエン 
ジン点検□を開け、エンジンを再始動ずる。 

蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたままミ主意してエンジン点検□を開ける。 
jgm ラジエーター冷却用の ファ ンび作動しているか確認ずる。 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてからエンジンを止める。 

フアンび作動していない場合： 


すぐにエンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる。 

エンジンび十分に冷えてから、 
冷却水の量や ラジエーター コア 
部（放熱部）の冷却水漏れを点 
検ずる。 




冷却水び不足している場合は、 
冷却水を補給ずる。 (- P .228) 

ちま P 水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 



























5-2. 緊急時の対処法 


白知識 

■オーバーヒートとは 

し i (下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温計のゲージびレッドゾーンに入ったり、エンジン出力び低下する 
参エンジンルームから蒸気び出る 

A 警告 

■ エンジン点検中の事故やけびを防ぐために 

•エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでエンジ 
ン点検□を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているた 
め、やけどなどの重傷を負ラおそれびあります。 

参 エンジンびかかっているとをは、手や着あをフアンやベルトから離してく 
ださい。 

•エンジン 及びラジエーターび熱いラちはラジエーターキャップを開けない 
で < ださい。 

高温の蒸気やを却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負ラお 
それび友0ます。 


A ミち意 

■ を却水を入れるときのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 



トラプルび起さたら 









己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときは13下の方法を試みてください。 

► 2 WD き 

mmm 11 エンジンを停止ずる。 

バーキングブレーキをかけシフトレバーをオートマチック車は P 、 マ 
ニュアル車は N にしてください。 

16迅现2 1後輪周辺の±や雪を取り除く。 

iHPI 後輪の下に木や石などを当てびラ。 

16团甜4 I エンジンを再始動ずる。 

Ifeifdl 51シフトレバーをオートマチック車は D または R 、 マニュアル 
車は1速または R に確実に入れ、ノ（ーキングブレーキを解除 
してミ主意しなびらアクセ J レを踏む。 

► 4 WD 車 

1ぉ麵1 1エンジンを停止ずる。 

バーキングブレーキをかけシフトレバーをオートマチック車は P 、 マ 
ニュアル車は N にしてください。 

16理甜2 1後輪周辺の±や雪を取り除く。 

後輪の下に木や石などを当てびラ。 
mmm 4 1 エンジンを再始動ずる。 

mmm 5 1 センターデフ□ックスイッチを巧して on にする。 

卜 P ' l ]4) 

Ifeitdl 61シフトレバーをオートマチック車は D または R 、 マニュアル 
車は1速または R に確実に入れ、ノ（ーキングブレーキを解除 
してを意しなびらアクセ J レを踏む。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■脱出ず るときは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、とくにま意してください。 

■ シフトレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ トランス S ッシヨンやその他の部品への損傷をさけるために 

♦後輪び 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 



トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車が止ま5なくなったときの非常時のみ、 LU 下の手順で車両を 
停止させて < ださい。 

iirnn ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び 
必要となり、制動距離ち長<なります。 

mmm gi シフトレバーを N に入れる。 


►シフトレバーび N に入った場合 
iiir ^ 減速後、車を安全な道路脇に停める。 
mmm a i エンジンを停止ずる。 


►シフトレバーび N に入日ない場合 

ilHTsI ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 



エンジンスイッチを " ACC " に 
して、エンジンを停止ずる。 


A 警告 

■ 走巧中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは 

•ブレーキの 効をび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコント □ 
ールびしにくくなりを険です。エンジンを停止する前に、十分に減速する 
よラにしてください。 

•キーを 抜くと八ンドルびロックされるため、キーは絶巧に抜かないでくだ 
さい。 
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車両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 

(油脂類の容量と銘柄） ......... 226 

6-2. 初期設定 

初期設定び必要な項目 ......... 233 


22已 





6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の客量と銘柄) 


使用ずるオイルや液類の品質により、自動車の寿命は著しく左ちされ 
まず。お車には、最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、 r 指定銘柄 J 
といいまず）①ご使巧をおずずめしまず。指定銘柄に I がを使用される 
場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


1 燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ U ン 

43 


ンジンオイル 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値^) 

オイル 
のみ交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -3 日•夕9 
—API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SN 1 0 W -30 
—API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 1 OW -30 

吕 SZ-VE 

3.0 

3.5 


《1エンジンオイルの容量は交換する際の目まです。オイル量の確認は、エンジン 


を暖機後に停止し、已分し i (上経過してからレベルゲージで行ってください。 
《2省燃費性に優れるオイルです。 
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6 -1 . 仕様一 


■指定エンジンオイル 

A 円規格 SN / RC か、 ILSAC 規格合格油をご使用ください。なお、 
ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIF に ATION (イルサック認 
証） マークび ついていまず。 



画エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のオイルをご使用ください。 


1 1 

< 

1 1 1 1 1 1 L 

SAE 巳 W-3 曰(巧巽)* > 



1 1 1 1 1 Ik 

SAE 1 0W-30 > 

1 1 1 1 1 


-30 -20 -10 0 10 20 30 40 


巧気温脚 


※省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について（例として已 W -30 で説明しまず）： 

♦已 W -30 の已 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の前 
の数値びルさいほどを場や寒冷時のエンジン始動び容易になりまず。 
♦已 W -30 の30は、高温時の粘度特性をおしていまず。粘度の高い（数 
値び大さい）オイルは高速または重負荷走行に適していまず。 




車両仕様 
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I フゾ王一夕一 


指定銘柄 

容量 [L] 
慘考値） 

卜3夕純正 

スーパーロングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度己び施 一3己て： 

U ヤ ヒーター 
あ 0 

M/T 

7.6 

A/T 

7.4 己 

U ヤ ヒーター 
なし 

M/T 

6.7 

A/T 

目.已已 


1^- トマチックトランスミッション* 


指定銘柄 

容量 [L] 
慘考値） 

トヨタ純正オートフルードタイプ T-IV 

4.8 


交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談 < ださい。 


I }' ランスファー(才ートマチック車の 4 WD 車) 


指定銘柄 

容量 [L] (参考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル n 
(API GL-3 SAE 75W-90) 

1.6 


■マニュ アルトランスミッション&トランスファー* 


指定銘柄 

駆動ち式 

容量 [L] 
慘考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル n 
(API 白 L- 吕 SAE 75W-90) 

FR 惟輪駆動 

1.1 

4WD(4 輪駆動） 

2.4 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 



































6 -1 . 仕様一 


1^’イフアレンシャル 


指定銘柄 

項目 

容量 [ L ] 
(参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 ， SAE 85 W -90) 

フロント （4 WD ま） 

0.47 

U ャ 

2.3 己 


ワーステアリング 

m ! ワーステアリンググフルード 


指定銘柄 

トヨタ純正パワーステア U ングフルード 


I ブレーキ 

■ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正 ブレーキフルード 2己日 0 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び（負圧なしの状態） 

0.己〜2 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

9己し:!上 


&エンジン回転時に 294 N (30 kgf ) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最ル値 




車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


■パーキングブレーキ 


項目 

基準値[ノッチ] 

引をしろ 

操作力19己 N (20 k 巨りのときのノッチ X '数 

目〜1日 


V ツチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音)のことです。 


クフツナ* 

■ クラッチフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇日 H 


■クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

吕〜2日 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

2己し U 上 


&クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置まで 
の動さ量 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
















V リブドベルト 


ウオツシャ- 


I タイヤ.ホイー J レ 


容量 [ L ] (参考値) 
2.0 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

積載状態 

タイヤが冷えているとをの 
空気圧 

kPa(k 旨/ cm う 

前輪 

後輪 

165R138PR 

(バン） 

13X5」 

軽積載時 

220(2.2) 

260(2.6) 

1吕X己 J 

定積載時 

220(2.2) 

4己 0(4 .己） 

175R138PR 
( トラック） 

13X5」 

軽積載時 

220(2.2) 

260(2.6) 

13X5」 

定積載時 

220(2.2) 

4己 0(4 .己） 


項目 


基準値 [ mm ] 


たねみ量 



1 1.5 〜 14.5 


押力1日日N(1日. 2k 邑 f) 【を間時】 


6-1 . 仕様一 



車両仕様 
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I 電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


へッ ド ランプ（バルブタイプ： H 4) 

60/已已 


車幅な 

己 


フロントち向指示な/非常点滅な 

21 


U ヤち向指示な/非常点滅な 

21 

車外 

制動灯/尾灯 

己/21 


後退灯 

16 


番号な 

己 


1」ヤフォグランプ* 

21 


八イマウントストップランプ* 

16 

車内 

ルーム ランプ 

己 

ラ ゲージルーム ランプ* 

己 


■車両仕様 


車両型式 

エンジン 

車両形状 

駆動方式 

S 402 M 

3 SZ-VE 

バン 

FR 惟輪駆甄 

S 412 M 

4 WD (4 輪駆動） 

S 402 U 

トフツク 

FR 惟輪駆甄 

S 412 U 

4 WD (4 輪駆動） 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 


































6-2. 初期設定 

初期設定が必要な頂目 


む下の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあと 
などに、システムを正しく働かせるために初期設定び瓜要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照 

パワーウインドウ 

-バッテ1」一の充電-交換後の再接続時 
-ヒューズの交換後 

P . 己1 
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をぐいん 


略語一覧 . 23巨 

アルフアベット順さくいん ...... 237 

五十音順さくいん . 238 

症状別さくいん . 24己 


吕3已 







略語一覧 

アルフアベットお語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

4 WD 

4ホイールドライブ 

A 巨 S 

アンチ□ックフレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECU 

エレクト U ックコント□—ルユニット 

INT 

インター5ッテント 

0 /D 

オーバードライブ 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 
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アルファベット順さくいん 

アルファベット順さ<いん 


口 



A/C. 126 

A/T. 97 

ABS. 116 

しし C. 228 

0/D. 白 8 

SRS エアバッグ . 61 

W 数 . 232 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


瓦 アンチ□ックブレーキ 

システム （ A 己 S ). 116 

アンテナ . 134 

m イグニッシヨンスイッチ . 94 

インナーミラー . 4已 


宜 ウインカ— 

スィッチ . 100 

電球の交換 . 164,166 

W 数 . 232 

ゥィンドゥ 

ゥォッシャー . 110,112 

パワーウインドウ . 已日 

U ヤゥィンドゥ 

デフオッガー . 133 

ウインドウ□ックスイッチ . 已日 

ウオーニングライト . 198 

ウオッシヤー 

液の補給 . 184 

スイッチ . 110,112 

タンク容量 . 231 

冬の前の準備-点検 ... 120 

運転 

寒;令時の運転 . 120 

正しい姿勢… . 60 

手順 . 82 

運転席シートベルト 
非着用警告灯 . 200 


g ェァコン 

エアつン . 126 

フィルターの交換 . 18已 

リヤヒーター . 132 

エアバッグ 

SRS エアバッグ . 61 

一般的な警告 . 6已 

お子さまのためのを意 . 目已 

改造•分辭 . 67 

警告灯 . 19曰 

作動条件 . 62 

正しい姿勢 ... 60 

配置. ... 61 

エンジン 

イグニッシヨンスイッチ ....94 

エンジンびかからない . 214 

エンジン警告灯 . 19曰 

エンジンスイッチ . 94 

オーバーヒート . 220 

かけち ... 94 

点検口 . 1已8 

ボンネット . 1已目 

エンジンオイル 

冬の前の準備•点検…. . 120 

容量 . 226 
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五十音順さ < いん 


オーディオ 

アンテナ . 134 

オートマチックトランス S ッション 

オートマチックトランス 
ミッション………… . .................白7 

シフトレノ（一び 

シフトでをない . 21已 

オーバーヒート （エンジン） ...... 22 日 

才ープナー 

給油口 . 56 

ボンネット .] 已目 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ . 已日 

エアバッグに関する警告 . 目已 

お子さまのシートベルト着用 ..... 41 

子供専用シート ... 69 

シートベルトに関する警告 . 42 

キーの電池に関する警告 . 183 

チャイ J レドシート . 69 

チャイルドシートの固定 . 76 

バッテリーに関する警告 . 21日 

パワーウインドウに関する 
警吉 . 己] 

オドメーター . 103 


曰 


キー 

エンジンスイッチ ....... 

キー . 

キーナンバー . 

リモコン . 

キーをな<した . 

ワイヤレスリモコン… 

給油 □. 

緊急時の対処 

エンジンびかからない 
オーノ くーヒートした... 
キーを な< した.………. 
警告好びついた…..…… 

けん引 . 

故障したとさは . 

車両を緊急停止 

するには .. 

スタックした . 

シフトレバーび 
シフトでさない ........... 

発炎筒 . 

バッテ U —びあびった 
パンクした.. . 


ガソリンスタンドでの 

情報 . 248, 249 

カップホルダー . 139 


旦空気圧. 

空調 


.231 


エアコン.. 


.126 


U ヤヒーター . 132 

区間距離計 . 103 

量り取り 

フ□ントガラス..…… . 127 

U ヤウインドウデフォッガー..133 
グ□ーブボックス . 138 



囚 


4 0 0 2 6 2 6 
9 2 2 2 T 2 已 

" " " " 2 " U 


4 0 6 8 3 8 
12 19 9 8 
2 2 2 1 1 1 


4 2 已 T 7 1 
2 2 19 10 
2 2 2 1 2 2 
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五十音順さ < いん 


IQ 計器 . 103 

警告灯 

アンチ□ックブレーキ 

システム ( ABS ). 199 

SRS エアノくック' ... 199 

エンジン . 199 

シートベルト非着用 . 200 

充電 .] 白8 

電子制御オートマチック . 199 

燃料残量 . 200 

プリテンシヨナー . 199 

ブレーキ . 198 

油圧 ...] 白8 

警告ブヴー 

シートベルト非着用 . 200 

ブレーキ . 198 

キー损き忘れ . 96 

ランプ消し忘れ . 108 

ゲート . 已3 

けん弓 I . 193 

百交換 

タイヤ . 207 

電球 . 160 

ヒューズ . 176 

ワイヤレス U モコンの電池 ...... 181 

工具 ... 201，202 

後退灯 

電球の交換 . 166,168 

W 数 . 232 

モイ共専用シート . 69, 76 

巧 ヴイドアンダ-ミラ- . 48 

ヴイドゲート . 已3 

ヴンバイザー . 141 


H シ-卜 

子供専用シート . 69 

正しい姿勢 . 自日 

チャイルドシートの固定 . 76 

手入れ . 1已] 

フ□ントシートの調整 . 34 

フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 3已 

へッドレス h ... 38 

U ヤシートの調整 . 36 

U ヤシートの調整に関する 
警告 . 37 

シートベルト 

お子さまの着用 . 41 

緊急時シートベルト固定機構 ..... 41 

シートベルト警告灯 . 200 

シートベルト 

プ U テンシヨナー . 41 

清掃-手入れ . 1已] 

正しい着用...………… . 39 

チャイルドシートの固定 . 76 

調整 . 39 

妊娠中のかたの着用 . 43 

シガーライター ... 143 

室内灯 

スイッチ . 13已 

W 数 . 232 

シフトレパー 
オートマチックトランス 

ミッション . 97 

シフトレバーびシフト 

でをない…………………… . 21已 

マニュアルトランス 

ミッシ3ン . 99 

シフト□ックシステム . 21曰 

ジャッキ . 201，202 

ジャッキ八ンドル . 201，202 
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五十音順さ < いん 


車幅灯 

電球の交撰 . 164 

ランプスイッチ . 107 

W 数 . 232 

車両型式 . 232 

車両仕様 . 226 

巧電警告巧 . 1白 S 

収納装備 . 137 

初期設定 . 233 

巧手席シートベルト 
非着巧警告灯 . 200 


0水温計 . 103 

スイッチ 

イグニッションスイッチ . 94 

ウインドウ□ックスイッチ . 

エンジンスイッチ . 

センターデフ□ック 

スイッチ ... 1 

パワーウインドウスイッチ . 巳日 

ランプスイッチ . 107 

U ヤフォグランプスイッチ ...... 109 

ワイパ ー &ウォ ッシャ ー 
スイッチ . 1 10. 112 

スターター 

エンジンの始動 . 94 

スターターび 回5ない . 214 


因 


50耳 

:因 


スタック 

スタックした . 222 

スピードメーター . 103 

スペアタイヤ 

空気圧 . 231 

収納場所 .205. 206 

スペック . 22曰 

スライドドア . 26 


清掃 

外装 ..... 148 

シートべ J レト . 1已] 

内装 ..... 1已] 

制動灯 

電球の交換 . 166,167 

W 数 . 232 

積算距離計 . 103 

巧車 . 148 

前照巧 

スイッチ . 107 

電球の交換.. . 162 

W 数 . 232 

センターデフ□ック . 114 

速度計 . 103 

タイヤ 

空気圧……… . 231 

交換 . 207 

スペアタイヤ .205. 206 

チェーン ... 121 

点検 ... 153 

パンクした . 201 

冬用タイヤ . 120 

□ーテーシヨン… .. 1已3 
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五十音順さ < いん 


巧 チェ-ン（夕仆チェ-ン）……121 

チェンジレバー(シフトレバー) 

オートマチックトランス 

ニッション . 97 

シフトレバーびシフト 

でさない ...2] 曰 

マニュアルトランス 

ゴッション . 99 

チャイルドシート 

固定 . 76 

選択 . 69 

駐車ブレーキ . 101 


旧荷物 

積むとをのま意.… . 118 

囚燃料 

ガソ U ンスタンドでの 
情報 .248. 249 

給油 . 已白 

残量警吉丹.... ... 200 

mm . 226 

燃料計 . 103 

容量 . 226 



ツール . 201，202 


手入れ 

外装 . 148 

シートべ J レト . ]已1 

内装 ...] 已1 

テールゲート . 已3 


テールランプ 

スイッチ 
電球の交換, 
W 数 . 


. 107 

166,167 
. 232 


電球 

交換 . 160 

W 数 . 232 


因ドァ 

ドアガラス . 已日 

ドアミラー . 46 

ドア□ック . 24 

ドアガラス . 已〇 

ドアミラー . 46 

時計 . 103 

トリップメーター . 103 


巧 パ-キングブレ-キ . 101 

灰皿 . 142 

八イマウントストップランプ 

電球の交換 . 172 

W 戴 . 232 

八ヴードランプ 

スイッチ . 190 

電球の交換 . 164,1日目，167 

W 数 . 232 

発炎筒 . 1白1 

バックアップランプ 

電球の交換 . 166,168 

W 数 . 232 

ノ（ジクドア . 30 

バッテリー 

バッテリーびあびった . 217 

をの前の準備点検… . 120 

バルブ 

交撰 . 160 

W 数 . 232 

パヮーウィンドウ . 曰日 

パンク 

パンクした . 201 
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五十音順さ < いん 


番号灯 

電球の交撰 ... 1目目， 170 

W 数 . 232 

0非常点減灯 . 190 

ヒーター 

エアつン . 126 

IJ ヤヒーター . 132 

尾灯 

スイッチ . 107 

電球の交撰 . 166,167 

W 数 . 232 

ヒューズ . 176 

表示丹 . 106 

团 フォグランプ 

スイッチ . 109 

電球の交換 . 171 

W 数 . 232 

フック 

けん引フック..…… . 193 

冬用タイヤ . 120 

プリテンシヨナー警告灯 . 1白9 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 101 

ブレーキ警告好 . 198 

ブレーキ 付おか 5キーキー 音が聞こえる ..... 白 2 

フ□アマット . 144 

フ□ントシート 

調整 ..........34 

フ□ント方向指示灯/非常点減灯 

電球の交換 . 164 

レバー . 100 

W 数 . 232 


g へッドランプ 

手動光軸調整ダイヤル . 108 

スイッチ . 107 

電球の交換 . 162 

ランプ消し忘れ警吉ブヴー ...... 108 

W 数 . 232 

へッドレスト 

調整 . 38 

巧 ホイール . 1已3 

方向指示灯 

スイッチ . 100 

電球の交換 . 164,166,167 

W 数 . 232 

ホーン（警音器） . 102 

ボンネット . 1已6 

ち ミラ- 

インナー ミラー . ..45 

サイドアンダ ーS ラー . 48 

ドァミラー . 46 

U ヤアンダーミラー ... ..4白 

巧 メ-夕-(計器） . 103 

メンテナンス 

六ンテナンスデータ ... 226 

@ 油圧警告灯 . 198 
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五十音順さ < いん 


巧 ライセンスプレ-トランプ 


スイッチ . 107 

電球の交換 . 169,170 

W 数 . 232 

ランプ 

室内口 .] 3己 

電球の交換 . 160 

へッ ドランプ . 107 

方向指示灯 . 100 

ランプスイッチ . 107 

U ヤフォグランプ .] 日白 

W 数 . 232 

ラゲージルーム ランプ 

スイッチ . 13已 

W 数 . 232 


£3 ;令却水 

冬の前の準備•点検…. . 120 

容量 . 228 

:令却装置 

エンジンオーノてーヒート . 220 

E3 ヮィパ- 

スイッチ . 1 10. 112 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 1扫] 

リモ]ン . 22 


0リヤアンダ-ミラ- . 49 

リヤウインドウデフ ォツ ガー ...... 133 

U ヤシート . 36 

リヤヒーター . 132 

U ヤフォグランプ 

スイッチ . 109 

電球の交換… . 171 

W 数 . 232 

U ヤ方向指示灯/非常点減巧 

電球の交換… . 166,167 

レバー . 100 

W 数 . 232 


因 ルーム セノ レーターバー . 145 

ルーム ランプ 

スイッチ . 13己 

W 数 . 232 
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症状別さくいん 

想が別さ<いん 


タイヤびパンクした 


エンジンびかか b ない 


シフトレバーび動かない 
(オートマチック車） 


P .201 

パンクしたとをは 


P .214 

エンジンびかからないとさは 

P .217 

バッテ U - があがったときは 


P .21 已 

シフトレバーびシフトでさないとを 
は 


水温計のゲージび 
ホいゾーンに入った 


エンジンルームから 
蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを なくした 〉 

P .216 

キーをなくしたとさは 


バッテ U — びあびった 〉 

P .217 

パッテ U —びあびったとさは 


ドアび施錠でをない 


P .22 
P .24 
P .2 目 


ドア（フ□ントドア） 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった / 

P .222 

スタックしたとさは 


警告打び点打、点滅した \ 

P .198 

警告好びついたとさは 


24己 


































































症状別さ < いん 



■警告好一覧 


(©) 

ブレーキ 警告灯 

P .198 

口 

充電警告な 

P .198 


ミ由圧警告打 


P .198 


0/D 

OFF 

電モ制御オートマチック 
警告な（点滅） P .1 白日 

み 

運転席シートベルト 
非着用警告な P .200 

PASSE 胞印 ^ 

助手席シートベルト 
非着用警告な P .200 


0 


エンジン警告灯 


P .199 


■3 


P . 200 


■^；^ SRS エアバッグ/プ I 」テンシ3ナ¬ 
パ 警部 P .199 


(@) 


A 目 S 警告灯 


P .199 
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症状別さくいん 


警告打び点打、点滅した 


■ 警告なの点な、点滅を確認してください。 
♦警告なび点灯、点滅している（一 P .1 日 8) 


■警告灯の点打、点滅や、警告音び鳴ったとさは、 L ソ下のこ 
とを確認してください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P. 目目 

走行中 

シフトレバーを R にしたとさ 

P. 吕8,白吕 

ブレーキを踏んだとを 

P. 目2 
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ガソリンスタンドでの t 青き良（バン） 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


L ーエルリッドオープナー H 

1エンジン点検 □ 1 

国ボンネットフック1 

P . 己6 

P .1 已8 

P .1 己巨 



P . 己6 P .231 


燃料の容量（参考値） 

43 L 

燃料の種類 

無範レギ ユラー ガソ U ン （一 P . 已ス22己） 

タイヤび;令えている 
とさの空気圧 

1己已 R 13 8 PR 
参軽積載時 

前輪 ：220 kPa に. 2 kg / cm う 
後輪：2日 OkPa に.己 kg / cm う 
•定積載時 

前輪 ：220 kPa に. 2 k 巨/ cm う 
後輪：4已 0 kPa (4 .已 k 巨/ cm う 

エンジンオイル容量 

オイルのみ交換時 ；3.0 L 
オイルとフィルター交換時 ；3.5 L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタ純正モーターオイル 

■ SN 10 W -30 (API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 

1 0 W -30) 

■ SN 5 W -30 (API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 

己 W - 吕 0) 
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ガソリンスタンドでの情報（トラック） 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


ーエルリッドオープナー M エンジン点検 □ ■ボンネットフック 


P . 己6 P .158 P .156 



燃料の容量（参考値） 

43 L 

燃料の種類 

無給レギユラーガソリン（一 P . 已ス22己） 

タイヤび;令えている 
とさの空気圧 

175 R 138 PR 
参 軽積載時 

前輪 ：220 kPa に. 2 kg / cm う 
後輪ぶ日 OkPa に.目 kg / cm う 
参定 積載時 

前輪 ：220 kPa に. 2 kg / cm う 
後輪：4已 0 kPa (4 .已 k 目/ cm う 

エンジンオイル容量 

オイルのみ交換時 ；3.0 L 
オイルとフィルター交換時：3.已 L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタ純正モーターオイル 

■ SN 10 W -30 (API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 

1 0 W -30) 

■ SN 己 VV - 吕 0 (API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 
己 W -30) 
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お問い合わは、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通•フリ ーコール 

踊 0800-700-7700 

オープン時間36日曰日：日日〜]8:日日 


所在地干450 -0002 名ち屋巿中村区名駅四 T 目10①27 
第二置田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
htt 日;// www.t 日 yota.c 日. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会れ 

http://toyota.Jp 
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